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令
和
三（
二
〇
二
一
）年
四
月

一
日（
木
）、「
光
英
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｉ

Ｔ
Ａ
Ｓ
中
学
校
・
高
等
学
校
」が

開
校
し
ま
し
た
。
校
名
の“
光

英
”に
は
、「
光
り
輝
く
個
性
を

大
切
に
し
て
、
英
知
に
富
ん
だ

人
材
を
育
て
る
」と
い
う
決
意

を
、ま
た“
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｓ
”に

は
建
学
の
精
神“O

ptim
a est 

V
eritas

”「
真
理
こ
そ
最
上
な

り
」よ
り「
真
理
を
追
究
す
る
生

徒
を
育
て
る
」と
い
う
思
い
を

込
め
ま
し
た
。

　

本
校
で
は
、「
答
え
を
求
め
る

学
び
」か
ら「
問
い
を
持
つ
学

び
」へ
の
変
革
を
行
い
、
地
球

（
人
・
社
会
・
自
然
）を
守
る
自
覚

と
実
践
力
の
あ
る
次
世
代
リ
ー

ダ
ー
を
育
成
し
ま
す
。

****************

　

本
校
の
歴
史
は
、
昭
和
五
十 

八（
一
九
八
三
）年
に
創
立
し
た

聖
徳
学
園
短
期
大
学
附
属
中
学

校
・
高
等
学
校
よ
り
始
ま
り
ま

し
た
。
松
戸
市
秋
山
の
地
に
開

校
し
た
同
校
は
、
広
大
な
校
地

を
保
有
し
、
自
然
と
調
和
し
た

緑
豊
か
な
静
か
な
環
境
に
恵
ま

れ
ま
し
た
。
校
内
に
は
名
高
い

芸
術
家
た
ち
に
よ
る
作
品
を
多

数
配
置
し
、
本
物
の
芸
術
に
触

れ
る
こ
と
で
豊
か
な
感
受
性
と

表
現
力
を
育
み
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
二（
二
〇
一
〇
）年

に
は
、
聖
徳
大
学
附
属
女
子
中

学
校
・
高
等
学
校
に
改
称
し
ま

し
た
。
伝
統
の
人
間
教
育
を
引

き
継
ぎ
な
が
ら
も
、
近
年
で
は

平
成
二
十
七（
二
〇
一
五
）年
よ

り
ひ
と
り
一
台
の
ⅰ
Ｐ
ａ
ｄ
を
活

用
す
る
授
業
を
他
校
に
先
駆
け

て
開
始
し
ま
し
た
。こ
の
先
駆
的

な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
で
休
校
と
な
っ
た
昨
春
、
直

ち
に
リ
モ
ー
ト
学
習
へ
切
り
替

え
る
こ
と
を
可
能
に
し
ま
し
た
。

通
学
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
遜
色
の

な
い
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
は
、
多

く
の
マ
ス
コ
ミ
に
取
り
上
げ
ら

れ
、
大
き
く
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

****************

　

こ
の
春
、
共
学
進
学
校
と
し

　

光
英
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｓ

中
高
の
教
育
の
土
台
の
一
つ

で
あ
り
、
最
大
の
特
長
と

も
い
え
る
教
育
メ
ソ
ッ
ド

“
ヴ
ェ
リ
タ
ス
・
ト
ル
ネ
ー

ド
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
”
で
は
、

次
の
こ
と
を
行
い
ま
す
。

①
テ
ー
マ
を
設
定
し
、

情
報
収
集
・
分
析
を

行
う
。

②
課
題
を
発
見
し
、
解

決
案
を
策
定
す
る
。

③
発
表
・
表
現
し
、
解

答
と
プ
ロ
セ
ス
を

評
価
す
る
。

④
新
た
な
課
題
へ
と
つ

な
が
る
知
識
・
ス
キ

ル
と
し
て
、
次
に
取

り
組
む
探
究
活
動

に
生
か
す
。

て
生
ま
れ
変
わ
っ
た

光
英
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｓ

中
学
校
・
高
等
学
校
で

は
、〈
マ
イ
ン
ド
と
し

て
の
小
笠
原
流
礼
法
〉

〈
メ
ソ
ッ
ド
と
し
て
の

ヴ
ェ
リ
タ
ス・ト
ル
ネ
ー

ド・ラ
ー
ニ
ン
グ
〉〈
ツ
ー

ル
と
し
て
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
〉

の
三
つ
を
教
育
の
土

台
に
し
て
い
ま
す
。こ

の
土
台
を
使
っ
て
、本

校
が
用
意
す
る
二
大

プ
ロ
グ
ラ
ム【
理
数
・

サ
イ
エ
ン
ス
教
育
】と

【
英
語
・
グ
ロ
ー
バ
ル

教
育
】に
お
い
て
、
深
く
広
く

学
習
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
探
究
的
な
学
び
の

サ
イ
ク
ル
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、

基
礎
の
定
着
と
応
用
力
の
向
上

を
は
か
り
ま
す
。
ま
た
学
校
行

事
や
特
別
活
動
な
ど
学
校
生
活

全
体
に
も
波
及
さ
せ
、
さ
ら
に

大
学
研
究
室
や
企
業
と
連
携
す

る
な
ど
学
外
ま
で
学
び
を
広
げ

て
い
き
ま
す
。ヴ
ェ
リ
タ
ス
・
ト

ル
ネ
ー
ド
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
で
は
、

一
つ
の
学
び
は
新
た
な
学
び
へ

と
連
鎖
し
て
い
き
ま
す
。

　

教
員
も
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

の
役
割
を
守
り
な
が
ら
、
共
に

探
究
の
プ
ロ
セ
ス
を
経
験
し
、

よ
り
深
い
学
び
の
場
を
共
有
し

ま
す
。
従
来
の
教
科
学
習
で
は

得
ら
れ
な
い
視
点
を
見
出
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。
生
徒
と
教
員

が
一
つ
の
目
的
や
課
題
に
向
き

合
う
こ
と
で
一
体
感
が
生
ま
れ
、

学
び
が
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
加
速

し
て
い
き
ま
す
。そ
の
学
習
モ
デ

ル
は
、
力
強
い
上
昇
気
流
で
拡

大
し
て
い
く
ま
さ
に
ト
ル
ネ
ー

ド
の
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

　
「
答
え
を
求
め
る
学
び
」か
ら

「
問
い
を
持
つ
学
び
」を
目
指
す

【
理
数
・
サ
イ
エ
ン
ス
教
育
】や
、

地
球
規
模
で
考
え
行
動
す
る
グ

ロ
ー
バ
ル
人
材
を
育
む【
英
語
・

グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
】、
そ
の
他

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
詳
細
に
つ

い
て
は
、
本
校
公
式
Ｈ
Ｐ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
本
校
に

て
中
学
校
お
よ
び
高
等
学
校
の

学
校
説
明
会
を
随
時
開
催
し
ま

す
。
ぜ
ひ
、
一
度
ご
来
校
く
だ

さ
い（
学
校
説
明
会
日
程
は
本

紙
八
貢
）。

ヴ
ェ
リ
タ
ス

光
英
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｓ
中
高
始
動
！

探
究
的
な
学
び
を
加
速
―

ヴ
ェ
リ
タ
ス
・
ト
ル
ネ
ー
ド
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
と
は
？

光英VERITAS中学校・高等学校
に関する問い合わせ

Tel：０８００-８００-８４４２
https://koei-veritas.jp/

　

一
月
十
五
日（
金
）、
聖
徳
大

学
川
並
香
順
記
念
講
堂
に
て
、

「
聖
徳
教
育
Ⅰ
」文
化
講
演
会
を

実
施
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
各

分
野
の
第
一
線
で
活
躍
す
る
学

外
の
著
名
人
を
講
師
と
し
て
招

き
、間
も
な
く
社
会
人
と
し
て

巣
立
つ
卒
業
年
次
の
学
生
を
対

象
に
、
昭
和
四
十
六（
一
九
七
一
）

年
か
ら
続
く
歴
史
あ
る
講
演
会

で
す
。
例
年
で
あ
れ
ば
、
客
席

は
学
生
で
埋
め
尽
く
さ
れ
、
活

気
あ
る
雰
囲
気
の
中
で
行
わ
れ

ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

に
よ
り
Ｚｏｏ
ｍ
を
使
用
し
た
オ

ン
ラ
イ
ン
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
世
界
的

に
活
躍
す
る
照
明
デ

ザ
イ
ナ
ー
石
井
幹
子

氏
を
講
師
に
迎
え
、

「
光
の
ク
リ
エ
イ
シ
ョ

ン
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
講
演
を
行
い
ま
し

た
。
石
井
氏
は
、
都
市

照
明
か
ら
ラ
イ
ト
オ

ブ
ジ
ェ
、光
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
ま
で
幅
広
い

光
の
領
域
を
開
拓
し
、

こ
れ
ま
で
国
内
外
の

あ
ら
ゆ
る
有
名
建
造

物
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

を
手
掛
け
て
き
ま
し

た
。当
日
は
鮮
や
か
な

聖
徳
ブ
ル
ー
の
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
に
身
を
包
み
、

凛
と
し
た
立
ち
姿
で

颯
爽
と
登
壇
し
ま
し

た
。

　

実
父
を
シ
ベ
リ
ア
抑
留
で
亡

く
し
母
子
家
庭
で
育
つ
中
、
照

明
器
具
の
デ
ザ
イ
ン
を
手
掛
け

る
工
業
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
目
指
し

た
話
や
、
女
性
の
職
業
選
択
が

限
ら
れ
て
い
た
戦
後
に
、
夢
の

実
現
の
た
め
最
難
関
の
東
京
藝

術
大
学
へ
の
進
学
を
果
た
し
た

こ
と
、フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
デ
ザ

イ
ン
事
務
所
に
手
紙
を
書
き
、

ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
し
て
働
く
道

を
切
り
開
い
た
経
緯
な
ど
を
話

し
ま
し
た
。
特
に
、
船
・
シ
ベ
リ

ア
鉄
道
・
飛
行
機
を
乗
り
継
い

で
ソ
連
経
由
で
渡
欧
し
た
エ
ピ

ソ
ー
ド
は
、テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の

よ
う
な
内
容
で
し
た
。

　

後
半
は
、
石
井
氏
が
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
を
手
掛
け
た
作
品
が
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。
浅
草
寺
、
歌

舞
伎
座
、
東
京
タ
ワ
ー
、レ
イ

ン
ボ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
等
、
有
名
な

建
造
物
ば
か
り
で
す
。
中
で
も

圧
巻
だ
っ
た
の
は
、パ
リ
の
エ
ッ

フ
ェ
ル
塔
公
開
百
三
十
周
年
を

記
念
し
て
行
わ
れ
た
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
ジ
ャ

ポ
ニ
ズ
ム
二
〇
一
八
」の
映
像

で
し
た
。
そ
の
迫
力
と
美
し
さ

に
、
学
生
は
魅
了
さ
れ
た
こ
と

で
し
ょ
う
。ま
た
、本
学
の
キ
ャ

ン
パ
ス
全
体
を
照
ら
す
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
と
、
十
号
館
の
照
明
、

内
装
の
構
想
・
監
修
を
手
掛
け

た
一
号
館
図
書
館
も
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。

　

石
井
氏
は
、
魅
力
的
な
エ
ピ

ソ
ー
ド
と
作
品
を
披
露
し
、
最

後
に「
好
き
な
こ
と
、
熱
中
で

き
る
こ
と
を
見
つ
け
キ
ャ
リ
ア

を
積
ん
で
、
新
し
い
世
界
を
切

り
開
い
て
く
だ
さ
い
」と
結
び
、

学
生
た
ち
を
激
励
し
ま
し
た
。

石井幹子氏

聖
徳
大
学
・
聖
徳
大
学
短
期
大
学
部

令
和
二
年
度 

文
化
講
演
会

照
明
デ
ザ
イ
ナ
ー

石
井 
幹
子
氏
を

迎
え
て



第₁₁₃号 （2）令和3年4月1日（木）

第
十
四
回
児
童
学
科

卒
業
研
究
美
術
作
品
展

　

多
年
に
わ
た
り
保
育
士
養
成

に
貢
献
し
た
こ
と
に
よ
り
、
二

月
一
日（
月
）、
一
般
社
団
法
人

全
国
保
育
士
養
成
協
議
会
よ
り

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。聖徳大学心理・福祉学部

社会福祉学科
北川 慶子 教授

聖徳大学短期大学部
保育科

鹿島 房子 講師

全
国
保
育
士
養
成
協
議
会

令
和
二
年
度

会
員
校
教
職
員
表
彰

■
附
属
女
子
高
等
学
校

︵
現
光
英
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｓ
高
等
学
校
︶

聖
徳
大
学
、聖
徳
大
学
短
期
大

学
部
、千
葉
大
学
、東
京
都
立
大

学
、千
葉
県
立
保
健
医
療
大
学
、

東
京
理
科
大
学
、上
智
大
学
、明

治
大
学
、立
教
大
学
、中
央
大
学
、

法
政
大
学
、東
京
女
子
大
学
、日

本
女
子
大
学
、跡
見
学
園
女
子

大
学
、医
療
創
生
大
学
、大
妻
女

子
大
学
、川
村
学
園
女
子
大
学
、

共
立
女
子
大
学
、国
立
音
楽
大

学
、國
學
院
大
學
、国
士
舘
大
学
、

産
業
能
率
大
学
、実
践
女
子
大

学
、十
文
字
学
園
女
子
大
学
、淑

徳
大
学
、城
西
国
際
大
学
、昭
和

音
楽
大
学
、昭
和
女
子
大
学
、聖

心
女
子
大
学
、清
泉
女
子
大
学
、

洗
足
学
園
大
学
、大
正
大
学
、つ

く
ば
国
際
大
学
、帝
京
科
学
大

学
、東
海
大
学
、東
京
医
科
大
学
、

東
京
音
楽
大
学
、東
京
工
芸
大

学
、東
京
国
際
大
学
、東
京
情
報

大
学
、東
京
女
子
体
育
大
学
、東

京
成
徳
大
学
、東
邦
大
学
、東
洋

英
和
女
学
院
大
学
、東
洋
学
園

大
学
、東
洋
大
学
、獨
協
大
学
、

日
本
大
学
、フ
ェ
リ
ス
女
学
院

大
学
、文
化
学
園
大
学
、文
教
大

学
、武
蔵
野
音
楽
大
学
、武
蔵
野

大
学
、明
治
学
院
大
学
、麗
澤
大

学
、和
洋
女
子
大
学
、大
妻
女
子

短
期
大
学
、桐
朋
学
園
芸
術
短

期
大
学
、ヴ
ィ
ー
ナ
ス
ア
カ
デ

ミ
ー
、慈
恵
看
護
専
門
学
校
、昭

和
大
学
医
学
部
附
属
看
護
専
門

学
校
、専
門
学
校
日
本
動
物21

、

総
合
学
園
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ア
カ
デ

ミ
ー
秋
葉
原
校
、ち
ば
愛
犬
動

物
フ
ラ
ワ
ー
学
園
、中
央
工
学

校
、東
京
医
療
秘
書
福
祉
専
門

学
校
、東
京
電
子
専
門
学
校
、日

本
医
科
大
学
看
護
専
門
学
校
、

服
部
栄
養
専
門
学
校
、蕨
戸
田

市
医
師
会
看
護
専
門
学
校

■
取
手
聖
徳
女
子
高
等
学
校

聖
徳
大
学
、聖
徳
大
学
短
期
大

学
部
、立
命
館
大
学
、関
西
大
学
、

日
本
女
子
大
学
、江
戸
川
大
学
、

大
妻
女
子
大
学
、国
立
音
楽
大

学
、國
學
院
大
學
、実
践
女
子
大

学
、秀
明
大
学
、城
西
大
学
、尚

美
学
園
大
学
、女
子
栄
養
大
学
、

聖
心
女
子
大
学
、玉
川
大
学
、千

葉
工
業
大
学
、東
京
電
機
大
学
、

桐
朋
学
園
大
学
、東
洋
大
学
、日

本
赤
十
字
看
護
大
学
、日
本
大

学
、日
本
薬
科
大
学
、武
蔵
野
音

楽
大
学
、武
蔵
野
大
学
、明
治
学

院
大
学
、目
白
大
学
、立
正
大
学
、

和
洋
女
子
大
学
、Hochschule 

für M
usik und Theater "Felix 

M
endelssohn Bartholdy" Leip-

zig

、Everett Com
m

unity Col-
lege

、医
療
創
生
大
学
千
葉
・
柏

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
院
、

大
妻
女
子
大
学
短
期
大
学
部
、

千
葉
県
立
野
田
看
護
専
門
学
校
、

東
京
医
科
大
学
霞
个
浦
看
護
専

門
学
校
、文
化
服
装
学
院

■
附
属
小
学
校

●
男
子
光
英
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｓ

中
学
校
、渋
谷
教
育
学
園
幕
張

中
学
校
、海
城
中
学
校
、慶
應
義

塾
普
通
部
、市
川
中
学
校
、昭
和

学
院
秀
英
中
学
校
、東
邦
大
学

付
属
東
邦
中
学
校
、栄
東
中
学

校
、本
郷
中
学
校
、立
教
新
座
中

学
校
、暁
星
中
学
校
、立
教
池
袋

中
学
校
、江
戸
川
学
園
取
手
中

学
校
、開
智
中
学
校
、芝
浦
工
業

大
學
柏
中
学
、専
修
大
学
松
戸

中
学
校
、茗
溪
学
園
中
学
校
、麗

澤
中
学
校
、Ａ
Ｉ
Ｃ
Ｊ
中
学
校
、東

洋
大
学
京
北
中
学
校
、土
浦
日
本

大
学
中
等
教
育
学
校
、獨
協
埼
玉

中
学
校
、駒
込
中
学
校
、足
立
学
園

中
学
校
、二
松
學
舍
大
学
附
属

柏
中
学
校
、目
白
研
心
中
学
校

●
女
子
光
英
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｓ

中
学
校
、慶
應
義
塾
中
等
部
、女

子
学
院
中
学
校
、豊
島
岡
女
子

学
園
中
学
校
、市
川
中
学
校
、浦

和
明
の
星
女
子
中
学
校
、東
邦

大
学
付
属
東
邦
中
学
校
、白
百

合
学
園
中
学
校
、栄
東
中
学
校
、

開
智
中
学
校
、芝
浦
工
業
大
學

柏
中
学
校
、専
修
大
学
松
戸
中

学
校
、共
立
女
子
中
学
校
、香
蘭

女
学
校
中
等
科
、茗
溪
学
園
中

学
校
、成
城
学
園
中
学
校
、麗
澤

中
学
校
、東
京
女
学
館
中
学
校
、

土
浦
日
本
大
学
中
等
教
育
学
校
、

昭
和
女
子
大
学
附
属
昭
和
中
学

校
、千
葉
日
本
大
学
第
一
中
学

校
、神
田
女
学
園
中
学
校
、獨
協

埼
玉
中
学
校
、跡
見
学
園
中
学

校
、実
践
女
子
学
園
中
学
校
、和

洋
国
府
台
女
子
中
学
校
、東
洋

大
学
附
属
牛
久
中
学
校
、東
海

大
学
付
属
浦
安
高
等
学
校
中
等

部
、二
松
學
舍
大
学
附
属
柏
中

学
校
、帝
京
中
学
校
、ト
キ
ワ
松
学

園
中
学
校
、和
洋
九
段
女
子
中
学

校
、川
村
中
学
校
、愛
国
中
学
校

■
附
属
幼
稚
園

　

附
属
第
二
幼
稚
園

　

附
属
成
田
幼
稚
園

　

附
属
浦
安
幼
稚
園

聖
徳
大
学
附
属
小
学
校
、暁
星

国
際
小
学
校
、東
京
女
学
館
小

学
校
、開
智
望
小
学
校
、江
戸
川

学
園
取
手
小
学
校
、成
田
高
等

学
校
付
属
小
学
校

■
三
田
幼
稚
園

　

八
王
子
中
央
幼
稚
園

︵
現
八
王
子
幼
稚
園
︶

　

多
摩
中
央
幼
稚
園

︵
現
多
摩
幼
稚
園
︶

聖
徳
大
学
附
属
小
学
校
、大
分

大
学
教
育
学
部
附
属
小
学
校
、

お
茶
の
水
女
子
大
学
附
属
小
学

校
、青
山
学
院
横
浜
英
和
小
学

校
、川
村
小
学
校
、暁
星
小
学
校
、

品
川
翔
英
小
学
校
、成
蹊
小
学

校
、洗
足
学
園
小
学
校
、東
京
女

学
館
小
学
校
、東
洋
英
和
女
学

院
小
学
部
、文
教
大
学
付
属
小

学
校
、目
黒
星
美
学
園
小
学
校
、

森
村
学
園
初
等
部
、横
浜
山
手

中
華
学
校
小
学
部

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

四
月
か
ら
本
学
園
の
卒
業
生
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の
学
び
舎
で
新
し
い

生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま
す
。
聖
徳
大
学
・
聖
徳
大
学
短
期
大
学
部
・

光
英
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｓ
中
学
校
・
聖
徳
大
学
附
属
小
学
校
を
は
じ
め
、多
く

の
大
学
・
短
大
・
中
学
校
・
小
学
校
に
合
格
し
て
い
ま
す
。

聖
徳
大
学
短
期
大
学
部
総
合
文
化
学
科

卒
業
研
究
・
卒
業
制
作
発
表
会

　

本
学
科
で
は
二
年
生
が
自
分

で
テ
ー
マ
を
決
め
て
、指
導
教

員
の
も
と
一
年
を
か
け
て
研
究

や
制
作
に
取
り
組
み
ま
す
。
そ

の
成
果
発
表
会
を
、二
回
に
分

け
て
行
い
ま
し
た
。

　

一
回
目
の
発
表
会
は
、一
月

三
十
日（
土
）に
開
催
さ
れ
た

「
聖
徳
大
学
短
期
大
学
部　

国

語
国
文
学
会
大
会
」の
中
で
行

わ
れ
、図
書
館
司
書
領
域
を
研

究
し
た
学
生
三
名
が
口
頭
発
表

を
し
ま
し
た
。
本
学
科
の
卒
業

研
究
や
卒
業
制
作
で
は
、学
生

は
自
分
の
専
門
領
域
だ
け
で
な

く
、全
四
コ
ー
ス（
①
図
書
館
司

書
・
Ｉ
Ｔ
、②
フ
ー
ド
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
、③
国
際
観
光
・
ホ
テ
ル
、

④
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
造
形
デ
ザ

イ
ン
）の
中
か
ら
、自
由
に
研
究

テ
ー
マ
を
選
び
卒
業
研
究
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
実
際
に

今
大
会
で
も
フ
ー
ド
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
コ
ー
ス
に
所
属
す
る
学
生

が
、「
千
葉
県
の
方
言
」に
つ
い

て
発
表
し
ま
し
た
。
多
彩
な
分

野
の
コ
ー
ス
が
集
ま
る
本
学
科

な
ら
で
は
の
特
色
と
言
え
ま
す
。

　

二
回
目
は
、二
月

三
日（
水
）
に
他
分

野
の
発
表
会
を
行

い
、学
生
十
八
名
が

順
番
に
報
告
を
行

い
ま
し
た
。
研
究

テ
ー
マ
は「
カ
ー
ニ

ハ
ン・
ト
イ・
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
の
シ

ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
制
作
」（
図
書
館

司
書・
Ｉ
Ｔ
）、
松
戸
市
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー・
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
施
設
調
査
」（
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
・
造
形
デ
ザ
イ
ン
）、「
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
の
観
光
経
済
に
つ
い
て
」

（
国
際
観
光・ホ
テ
ル
）、「
披
露
宴

に
つ
い
て
～
コ
ロ
ナ
禍
で
の
変

化
～
」（
図
書
館
司
書
・
Ｉ
Ｔ
）な

ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
論
文

執
筆
以
外
に「
ブ
ラ
イ
ダ
ル・

ブ
ー
ケ
」の
制
作
も
あ
り
、本
学

科
ら
し
い
多
様
な
取
り
組
み
の

成
果
報
告
が
並
び
ま
し
た
。

　

ど
の
発
表
も
、熱
意
あ
ふ
れ

る
素
晴
ら
し
い
内
容
で
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
制

約
の
多
い
中
、卒

業
研
究
・
制
作
に

取
り
組
ん
だ
一

年
間
は
、卒
業
後

も
一
つ
の
財
産

と
な
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

令
和
二
年
度

卒
業
生
・
卒
園
生

合
格

　

一
月
十
二
日（
火
）か
ら
十
四

日（
木
）ま
で
の
三
日
間
、
本
学

科
四
年
生
の
卒
業
研
究
成
果
を

発
表
す
る「
第
十
四
回
児
童
学

科
卒
業
研
究
美
術
作
品
展
」を

聖
徳
大
学
川
並
弘
昭
記
念
図
書

館
で
開
き
ま
し
た
。コ
ロ
ナ
禍

で
ス
ム
ー
ズ
に
研
究
が
進
ま
な

か
っ
た
昨
年
度
は
、オ
ン
ラ
イ

ン
で
中
間
報
告
す
る
な
ど
、
担

当
教
員
と
ゼ
ミ
生
が
励
ま
し
合

い
研
究
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

出
展
者
数
は
、
四
十
五
名
で

し
た
。
美
術
を
は
じ
め
幼
児
教

育
、
小
児
栄
養
や
小
児
保
健
な

ど
五
つ
の
ゼ
ミ
の
参
加
が
あ
り
、

に
ぎ
や
か
な
展
示
に
な
り
ま
し

た
。
内
容
は
絵
画
・
立
体
・
映
像

等
の「
自
己
表
現
研
究
」と
、
布

絵
本
・
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
等
の

「
教
材
研
究
」の
二
つ
に
分
か
れ

ま
す
。

　

今
回
か
ら
専
用
の
卒
業
研
究

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
活
用
し
ま
し

た
。
展
示
は
評
価
項
目
の「
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」に
あ
た
る

た
め
、各
自
、作
品
が
良
く
見
え

る
よ
う
考
え
て
展
示
し
ま
し
た
。

ま
た
、作
品
の
横
に
は
、制
作
過

程
を
記
録
し
た
論
文
形
式
の
ド

キ
ュ
メ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
も
展
示

し
ま
し
た
。
学

生
は
こ
の
卒
業

研
究
を
通
し
て

「
児
童
学
」の
ま

と
め
と
し
て
課

題
に
向
き
合
い
、

作
品
と
い
う
成

果
を
出
し
ま
し

た
。
昨
年
は
自

宅
で
の
研
究
が

多
か
っ
た
た
め
、

自
己
の
内
面
を
見
つ
め
た
り
、

身
近
な
事
柄
に
興
味
を
持
っ
て

深
め
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
た

よ
う
で
す
。
例
え

ば
、
家
族
や
自
然
、

生
き
物
、
コ
ロ
ナ

禍
、
命
の
大
切
さ

な
ど
を
テ
ー
マ
に

制
作
し
た
学
生
が

た
く
さ
ん
い
ま
し

た
。

　

開
催
期
間
中
は
、
見

学
に
訪
れ
た
来
場
者
と

の
会
話
を
通
し
て
作
品

の
新
た
な
一
面
を
発
見

す
る
な
ど
、
四
年
間
の

集
大
成
と
し
て
貴
重
な

学
び
の
場
に
な
り
ま
し

た
。
見
学
に
訪
れ
た
下

級
生
も
、
先
輩
た
ち
の

作
品
に
多
く
の
刺
激
を

受
け
た
よ
う
で
す
。

3.₅メートル以上ある切り絵作品

オリジナルねぶた制作

令和2年度聖徳大学短期大学部　国語国文学会大会にて発表する学生

教員や学生の前で堂々と発表
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同窓会年間行事予定表   —ぜひご参加ください —

●聖徳学園
聖徳学園
菊水会

（同窓会連合会）
第1₈回 評議員会 ▶ 6月12日（土）

●大学院・大学・短大 香和会 総会 ▶ 9月19日（日）
●【通信】
大学院・大学・短大 聖和会

役員会 ▶ 5月
役員・支部長研修会 ▶ 7月

●幼児教育専門学校 ひじり会 第₄₀回リズム講習会 ▶ 8月

●光英VERITAS中高
　　　（旧附属女子中高） 爽和会

幹事会 ▶ 6月6日（日）
VERITAS祭（仮） ▶ 9月26日（日）

聖徳成人式
令和4年

▶ 1月10日（月・祝）

●取手聖徳女子中高 聖朋会
幹事会 ▶ 4月
総会 ▶ 6月

聖徳祭（模擬店） ▶ 10月17日（日）
●附属小学校 秋和会

第3₄回運動会 ▶ 5月16日（日）
第3₅回聖徳祭 ▶ 10月17日（日）

●聖徳大学附属幼稚園 かをり会 ▶ 5月29日（土）
●聖徳大学附属第二幼稚園 菊水会 ▶ 5月29日（土）
●聖徳大学附属成田幼稚園 すなお会 ▶ 5月22日（土）
●聖徳大学附属浦安幼稚園 知水会 ▶ 6月5日（土）
●聖徳大学三田幼稚園（旧聖徳学園三田幼稚園） なごみ会 ▶ 5月15日（土）
●聖徳大学八王子幼稚園（旧聖徳学園八王子中央幼稚園） わかば会 ▶ 6月19日（土）
●聖徳大学多摩幼稚園（旧聖徳学園多摩中央幼稚園） 和香竹会 ▶ 7月3日（土）

今年度も各同窓会を行います。詳細については各同窓会からご案内申し上げます。

　

十
年
ほ
ど
前
に
エ
ベ
レ
ス
ト

街
道
を
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
し
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。ル
ク
ラ
で
飛
行

機
を
降
り
、ナ
ム
チ
ェ
バ
ザ
ー
ル

を
経
由
し
て
シ
ェ
ル
パ
族
の
住

む
村
を
目
指
し
ま
し
た
。
時
々
つ

り
橋
を
渡
ら
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
が
、
向
こ
う
か
ら

や
っ
て
く
る
の
は
黒
に
近

い
濃
い
茶
色
の
ヤ
ク
で
し
た
。

荷
物
を
振
り
分
け
て
背

負
っ
て
い
ま
す
。
怖
く
て
ヤ

ク
が
渡
り
切
る
ま
で
待
っ

て
い
ま
し
た
。
で
も
三
千
㍍

を
超
え
る
山
小
屋
で
飼
わ

れ
て
い
る
ヤ
ク
は
と
て
も

お
と
な
し
そ
う
に
見
え
ま

し
た
。ヤ
ク
は
、ウ
シ
科
の

哺
乳
類
で
す
。
荷
役
、ミ
ル

ク
、チ
ー
ズ
、
温
か
い
織
物

の
材
料
な
ど
高
山
で
は
不

可
欠
の
働
き
も
の
で
す
。

　

写
真
家
の
石
川
直
樹
の

文
と
梨
本
羊
の
絵
に
よ
る

『
シ
ェ
ル
パ
の
ポ
ル
パ
冬
虫
夏

草
と
お
お
き
な
ヤ
ク
』（
岩
波
書

店
、
二
〇
二
〇
年
）の
主
人
公
ポ

ル
パ
は
シ
ェ
ル
パ
族
の
男
の
子
。ポ

ル
パ
は
お
ば
あ
さ
ん
の
家
に
遊

び
に
行
き
ま
す
が
、
病
気
に
な
っ

た
お
ば
あ
さ
ん
の
た
め
に
、
薬
草

の
冬
虫
夏
草
を
見
つ
け
に
ヤ
ク

の
プ
モ
リ
と
一
緒
に
ラ
マ
僧
に

教
え
て
も
ら
っ
た
草
原
に
向
か

い
ま
す
。プ
モ
リ
は
白
い
ヤ
ク
で
す
。

ポ
ル
パ
は
、
日
が
落
ち
て
か
ら
目

的
地
に
着
き
、
そ
こ
で
キ
ャ
ン
プ

し
ま
す
。
翌
日
ポ
ル
パ
が
見
た
の

は
と
て
も
大
き
な
ヤ
ク
で
し
た
。

プ
モ
リ
と
そ
の
ヤ
ク
は
一
緒
に

遊
び
始
め
、
ど
こ
か

に
行
っ
て
し
ま
い
ま

す
。ポ
ル
パ
は
薬
草

を
探
し
始
め
ま
す
。

さ
て
、ポ
ル
パ
は
薬
草

を
見
つ
け
ら
れ
る
の

で
し
ょ
う
か
。

　

同
じ
コ
ン
ビ
に
よ

る『
シ
ェ
ル
パ
の
ポ

ル
パ　

エ
ベ
レ
ス
ト

に
の
ぼ
る
』で
は
、ポ

ル
パ
は
エ
ベ
レ
ス
ト

を
目
指
し
ま
す
。
こ

の
二
冊
を
手
に
取
る

と
私
は
ネ
パ
ー
ル
に

「
帰
り
た
い
」気
持
ち

に
な
り
ま
す
。

（
館
長
村
山
隆
雄
）

シ
ェ
ル
パ
の
ポ
ル
パ
と
ヤ
ク
の
プ
モ
リ

川
並
弘
昭
記
念
図
書
館
・
聖
徳
博
物
館  

館
長
だ
よ
り

　

今
回
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-
19
ワ
ク
チ

ン
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。
待

望
の
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
ワ
ク
チ
ン

は
、
昨
年
二
〇
二
〇
年
十
二
月
よ

り
、
英
国
そ
の
他
で
接
種
が
開
始

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
、
開
発
・
接

種
さ
れ
た
ワ
ク
チ
ン
の
最
大
の

特
徴
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
ワ
ク
チ

ン
の
遺
伝
子
情
報（
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
＝

メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
Ｒ
Ｎ
Ａ
）を
私

た
ち
の
体
の
細
胞
の
中
に
入
れ
、

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
に
対
す
る
免
疫
を

得
る
と
い
う
画
期
的
な
方
法
を

用
い
て
い
る
こ
と
で
す
。つ
ま
り
今

回
の
ワ
ク
チ
ン
は
、ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
に
よ

り
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
の
ス
パ
イ
ク
糖

タ
ン
パ
ク
を
私
た
ち
の
体
の
中

で
作
り
、
こ
の
ス
パ
イ
ク
糖
タ
ン

パ
ク
に
対
す
る
抗
体
を
リ
ン
パ
球

（
Ｃ
Ｄ
４
）に
よ
り
作
り
、ま
た
ウ
イ

ル
ス
を
直
接
攻
撃
す
る
リ
ン
パ
球

（
Ｃ
Ｄ
８
）を
増
や
す
こ
と
が
証
明

さ
れ
て
い
ま
す
。
い
ま
の
と
こ
ろ
、

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-
19
ワ
ク
チ
ン
の
有
害

事
象（
副
作
用
）は
、ア
レ
ル
ギ
ー

反
応
な
ど
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
日
本
で
は
、昨
年
二
〇
二
〇

年
十
二
月
に
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-
19
ワ

ク
チ
ン
接
種
許
可
申
請
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
審
査
が
終
了
し
、
今

年
二
月
に
は
、
医
療
従
事
者
に
対

す
る
先
行
接
種
が
開
始
さ
れ
ま

し
た
。
ま
ず
は
、
医
療
に
携
わ
る

方
々
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
に
か
か
る

と
重
く
な
り
や
す
い
ご
高
齢
の
方

や
元
々
病
気
を
お
持
ち
の
方
々
な

ど
か
ら
接
種
予
定
で
す
。
日
本
独

自
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
ワ
ク
チ
ン
開

発
も
や
や
ゆ
っ
く
り
で
す
が
、
進

行
中
で
す
。

　

今
年
度
中
に
ワ
ク
チ
ン
を
必

要
な
方
々
に
接
種
で
き
る
こ
と

が
切
に
望
ま
れ
ま
す
。

（
所
長　

宮
川　

三
平
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

保
健
セ
ン
タ
ー  

所
長
だ
よ
り

+
+

︻
揚
げ
雲ひ

ば
り雀
︼

前
略　

暖
か
い
日
が
来
た
か
と
思

え
ば
、
ま
た
冴
え
返
る
花
冷
え
が

や
っ
て
き
ま
す
。
そ
ん
な
季
節
と

相
成
り
ま
し
た
が
皆
さ
ま
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
お
元
気
で
新
年
度

を
お
迎
え
の
こ
と
と
拝
察
申
し
あ

げ
ま
す
。
各
地
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
ワ
ク
チ
ン
が
接

種
さ
れ
始
め
今
年
度
は
、
き
っ
と

良
い
こ
と
が
あ
る
余
寒
な
ら
ぬ
予

感
が
い
た
し
ま
す
。

春
服
の

　
　
色
教
へ
て
よ

　
　
　
　
揚あ
げ

雲ひ
ば
り雀

︵
太
宰
治
︶

　

暖
か
さ
を
増
す
頃
に
は
、
空
高

く
舞
い
上
が
り
、
さ
え
ず
っ
て
い

る
ヒ
バ
リ
に
出
く
わ
す
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
ヒ
バ
リ
を

「
揚
げ
雲
雀
」と
言
う
そ
う
で
す
。こ

の
高
音
で
さ
え
ず
り
続
け
る
姿
が

健
気
で
あ
り
、
ま
る
で
前
途
洋
々

た
る
未
来
に
向
か
っ
て
ス
タ
ー
ト

を
切
る
新
入
生
と
重
な
り
、
ま
た

空
の
青
と
相
ま
っ
て
心
晴
れ
や
か

な
気
分
に
な
り
ま
す
。

君
が
行
く

　
　
道
は
こ
っ
ち
と

　
　
　
　
　
揚
げ
雲
雀

新
入
生
と
言
え
ば
、
十
数
年
前

に
私
の
娘
が
大
学
に
入
学
す
る
と

き
に
キ
ン
グ
ス
レ
イ
・
ウ
ォ
ー
ド

の
著
書『
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
の
父
よ
り

娘
へ
の
２５
通
の
手
紙
』（
一
九
九
五

年
、
新
潮
文
庫
）の
一
部
を
引
用
し

て
贈
っ
た
言
葉
を
思
い
出
し
ま
す
。

古
い
も
の
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ご

紹
介
い
た
し
ま
す
。

…
君
の
将
来
に
何
よ
り
も
影
響

を
及
ぼ
す
の
は
学
生
時
代
に
た

ま
た
ま
出
会
っ
た
一
人
の
教
授

で
は
な
く
、
君
自
身
で
あ
る
。

自
分
の
人
生
の
主
導
権
を
失
わ

な
い
よ
う
に
（
…
中
略
…
）
人

生
の「
紆
余
曲
折
」に
積
極
的
に

対
処
す
る
心
構
え
が
あ
れ
ば
、

望
み
の
ほ
と
ん
ど
は
手
の
届
く

範
囲
内
に
あ
る
。「
私
は
勝
つ
、

私
は
勝
つ
、
私
は
勝
つ
」と
、
繰

り
返
し
言
い
聞
か
せ
る
よ
う
に
。

そ
の
う
ち
に
、
君
の
心
は
ほ
と
ん

ど
自
動
的
に
と
る
べ
き
行
動
を

指
示
す
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。

愛
を
込
め
て回

り
道
の
案
内
人
よ
り

　

新
入
生
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
羽
を
ば
た
つ
か
せ
な
が

ら
も
さ
え
ず
り
続
け
る
揚
げ
雲
雀

の
よ
う
に「
私
は
勝
つ
、
私
は
勝

つ
、
私
は
勝
つ
」と
自
身
の
心
に
言

い
続
け
れ
ば
、
ど
ん
な
局
面
に
出

く
わ
し
て
も
自
分
の
道
を
進
ん
で

い
け
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

文
末
な
が
ら
、
新
入
生
の
皆
さ

ま
が
ス
タ
ー
ト
地
点
に
立
つ
に
あ

た
り
号
砲
を
兼
ね
ま
し
て
、
私
の

好
き
な
言
葉
を
添
え
て
エ
ー
ル
を

贈
り
ま
す
。

　

入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
地
を
目
指
し
て

…「
よ
～
い　

ど
ん
！
」

走
り
続
け
な
け
れ
ば
、

ゴ
ー
ル
は
見
え
な
い

走そ
う

走そ
う

（
聖
徳
大
学
陸
上
競
技
部

監
督　

佐
藤　

信
春
）

監
督
の
部
屋

聖
徳
大
学
陸
上
競
技
部
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一
月
三
十
日（
土
）、
本
学
と

千
葉
県
教
育
委
員
会
の
共
催
に

よ
る「
特
別
支
援
教
育
フ
ォ
ー

ラ
ム
二
〇
二
〇
」を
オ
ン
ラ
イ

ン
で
開
催
し
ま
し
た
。テ
ー
マ

は「
卒
業
後
の
豊
か
な
生
活
に

向
け
た
支
援
の
充
実
～
障
害
者

の
生
涯
学
習
の
今
。
そ
し
て
、

私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
～
」で

し
た
。

　

初
め
に
増
井
三
夫
副
学
長
よ

り
挨
拶
が
あ
り
、
そ
の
後
、
千

葉
県
教
育
庁
の
青
木
隆
一
特
別

支
援
教
育
課
長
よ
り
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。第
一
部
で
は
、文
部

科
学
省
の
小
林
美
保
障
害
者
学

習
支
援
推
進
室
長
が「
障
害
者

の
生
涯
学
習
推
進
へ
の
文
部
科

学
省
の
取
組
」と
題
し
た
基
調

講
演
を
行
い
ま
し
た
。
小
林
氏

は
、
生
涯
学
習
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

「
だ
れ
で
も　

い
つ
で
も　

学
べ

る
社
会
へ
」の
制
作
に
従
事
し
、

制
作
の
経
緯
や
文
部
科
学
省
で

の
取
り
組
み
の
具
体
例
を
話
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
千
葉
県
立

特
別
支
援
学
校
市
川
大
野
高
等

学
園
の
岡
本
彩
花
教
諭
が
、
そ

の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
に
基
づ
い

た
学
年
ご
と
の
特
色
あ
る
取
り

組
み
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

第
二
部
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

は
、
本
学
の
高
田
千
明
客
員
教

授
、
千
葉
県
立
特
別
支
援
学
校

市
川
大
野
高
等
学
園
卒
業
生
の

大
森
洸
氏
、
障
害
の
あ
る
方
の

保
護
者
の
長
谷
川
正
幸
氏
、
千

葉
県
教
育
庁
生
涯
学
習
課
社
会

教
育
振
興
室
の
垣
屋
和
利
副
主

幹
が
、
障
害
者
の
生
涯
学
習
の

重
要
性
や
取
り
組
み
に
つ
い
て

話
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
る
青
木

氏
は
、
随
所
で
国
の
施
策
や
方

針
に
言
及
し
な
が
ら「
障
害
者

の
思
い
に
応
え
る
た
め
に
」の

点
を
強
調
し
、「
あ
な
た
の
学
校

や
地
域
で
障
害
者
の
生
涯
学
習

に
ど
う
取
り
組
み
ま
す
か
」と

投
げ
か
け
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
千
葉
県
教
育
庁
特

別
支
援
教
育
課
の
安
藤
深
佳
子

教
育
支
援
室
長
か
ら
、「
学
校
だ

け
に
負
わ
せ
る
の
で
な
く
行
政

を
含
む
社
会
全
体
と
し
て
も
考

え
る
べ
き
こ
と
で
あ
り
、
そ
の

意
義
で
も
貴
重
な
機
会
と
な
っ

た
。
今
後
も
引
き
続
き
共
同
開

催
し
て
い
き
た
い
」と
話
が
あ

り
、
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

聖
徳
大
学
・
千
葉
県
教
育
委
員
会
共
催

「
特
別
支
援
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム二〇

二
〇
」

左から垣屋和利氏、長谷川正幸氏、
大森洸氏、青木隆一氏

オンライン参加の
高田千明客員教授

左から小林美保氏、岡本彩花氏

雪のナムチェバザール（村山隆雄撮影）
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●
大
学
後
援
会
関
係

五
〇
、〇
〇
〇
円

　

荷
口　

優

様

︵
一
五
〇
、〇
〇
〇
円
︶

●
聖
徳
学
園
三
田
幼
稚
園
関
係

二
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　

聖
徳
学
園
三
田
幼
稚
園父

母
の
会　

様

︵
六
〇
〇
、〇
〇
〇
円
︶

●
聖
徳
学
園
八
王
子
中
央
幼
稚
園
関
係

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　

聖
徳
学
園
八
王
子
中
央
幼
稚
園

父
母
の
会　

様

︵
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
︶

●
教
職
員
関
係

一
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　

杉
本　

幸
子

様

︵
一
、一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
︶

二
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　

川
並　

妙
子

様

︵
六
〇
〇
、〇
〇
〇
円
︶

「
聖
徳
教
育
学
術
振
興
募
金
」
寄
付
者
芳
名
一
覧

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　

川
並　

順

様

︵
三
〇
〇
、〇
〇
〇
円
︶

　

川
並　

麻
里

様

︵
三
〇
〇
、〇
〇
〇
円
︶

五
〇
、〇
〇
〇
円

　

神
本　

忠
夫

様

　

三
枝　

勢
津
子
様

　

中
川　

奈
津
子
様

一
〇
、〇
〇
〇
円

　

聖
徳
大
学
附
属
浦
安
幼
稚
園

教
職
員
一
同　

様

︵
五
〇
、〇
〇
〇
円
︶

︵
三
五
二
、〇
〇
〇
円
︶

匿
名
希
望
者
合
計

●

合
計

一
六
件

二
、二
一
二
、〇
〇
〇
円

●

累
計

四
五
一
件
七
三
、三
〇
四
、〇
四
一
円

●

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
●

東
京
聖
徳
学
園
募
金
課
Ｔ
Ｅ
Ｌ
．０
４
７-

３
６
５-

１
１
１
１︵
代
︶

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
スhttps://seitoku-u.ac.jp

/donation/

聖徳 募金
検 索 ▲

︵
注
︶公
開
を
ご
希
望
さ
れ
な
い
方
に
つ
い
て
は
、
掲
載
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

令
和
三
年
二
月
末
ま
で
に
寄
付
が
特
定
で
き
ま
し
た
方
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

︵
な
お
、お
振
込
の
照
会
に
時
間
が
か
か
り
、
掲
載
が
遅
れ
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
際
に

は
、
次
号
に
て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。︶

　

後
援
会
支
部
総
会
お
よ
び
保

護
者
会
で
は
、
北
海
道
か
ら
九

州
・
沖
縄
ま
で
全
国
十
一
支
部

で
毎
年
行
わ
れ
ま
す
。プ
ロ
グ

ラ
ム
の
う
ち
、
卒
業
生
が
在
学

中
に
実
践
し
た
学
び
や
就
職
活

動
に
つ
い
て
報
告
す
る「
体
験

発
表
」は
保
護
者
に
特
に
好
評

の
企
画
で
す
。
昨
年
度
に
開
催

し
た
会
の
中
か
ら
、
二
名
の
卒

業
生
の
発
表
を
紹
介
し
ま
す
。

　

金
子
優
奈
さ
ん（
令
和
二
年

三
月
児
童
学
部
卒
業
）は
現
在
、

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
美
幸
保
育

園
の
保
育
士
と
し
て
ゼ
ロ
歳
児

の
担
任
を
し
て
い
ま
す
。
児
童

学
部
で
学
ん
で
一
番
良
か
っ
た

点
は
現
場
で
す
ぐ
に
実
践
で
き

る
専
門
性
が
身
に
付
い
た
こ
と

で
し
た
。
就
職
し
て
ま
も
な
く

新
型
コ
ロ
ナ
の
た
め
初
任
者
研

修
が
中
止
と
な
り
、
初
日
か
ら

保
育
園
で
の
実
践
が
始
ま
り
ま

し
た
。
在
学
中
の
実
習
経
験
が

役
に
立
ち
、
す
ぐ
に
子
ど
も
た

ち
の
保
育
に
生
か
せ
た
と
話
し

ま
し
た
。
就
職
活
動
中
は
、
公

立
保
育
士
を
共
に
目
指
す
友
人

の
存
在
が
励
み
と
な
り
、
諦
め

ず
に
勉
強
を
続
け
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
多
く
の
教
職
員
か

ら
も
面
接
・
論
作
文
対
策
の
手

厚
い
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
合
格
す
る
こ
と
が
で
き

た
そ
う
で
す
。「
一
人
で
悩
み
を

抱
え
ず
、多
く
の
人
の
サ
ポ
ー
ト

を
受
け
て
合
格
を
勝
ち
取
っ
て

く
だ
さ
い
。」と
エ
ー
ル
を
送
り

ま
し
た
。

　

鈴
木
里
歩
さ
ん（
令
和
二
年

三
月
心
理
・
福
祉
学
部
心
理
学

科
卒
業
）は
現
在
、
就
職
情
報

サ
ー
ビ
ス
会
社
の
株
式
会
社
学

情
で
総
合
職
と
し
て
勤
務
し
て

い
ま
す
。
法
人
営
業
や
合
同
企

業
説
明
会
を
運
営
す
る
中
で
、

他
学
科
と
比
べ
て
自
分
と
向
き

合
う
こ
と
の
多
い
心
理
学
科
の

学
び
が
生
か
さ
れ
て
い
る
と
話

し
ま
し
た
。
自
分
を
客
観
視
で

き
た
こ
と
、
他
人
の
気
持
ち
を

考
え
て
行
動
す
る
こ
と
が
で
き

た
こ
と
、相
手
の
立
場
に
な
っ
て

接
し
行
動
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
を
話
し
ま
し
た
。
ま
た
、

就
職
活
動
で
の
挫
折
や
心
境
に

つ
い
て
、エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え

て
発
表
し
ま
し
た
。最
後
に「
将

来
、何
が
し
た
い
の
か
、ど
ん
な

人
物
に
な
り
た
い
の
か
、
ゆ
っ

く
り
で
も
良
い
の
で
見
つ
け
て

ほ
し
い
。
夢
を
諦
め
な
い
で
ほ

し
い
」と
後
輩
に
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
贈
り
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

大
学
・
短
期
大
学
部
の
後
援

会
支
部
総
会
・
保
護
者
会
で
は
、

他
に
も
教
員
と
の
個
別
面
談
等

を
実
施
し
、
学
生
生
活
や
就
職

に
関
す
る
情
報
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
令
和
三
年
度
開
催

日
程
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

ぜ
ひ
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

大
学
・
短
期
大
学
部

後
援
会
支
部
総
会
・
保
護
者
会

活
動
報
告

　

長
引
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
の
中
、安
全
を
確

保
し
な
が
ら
教
育
・
研
究
の
歩

み
を
止
め
な
い
た
め
の
支
援
に

対
し
、多
く
の
方
よ
り
心
温
ま

る
ご
寄
付
を
賜
り
ま
し
た
。

　

昨
年
の
緊
急
事
態
宣
言
の
発

出
後
よ
り
、教
職
員
を
中
心
に

「
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
へ
の

支
援
」
募
金
を
始
め
ま
し
た
。

卒
業
生
や
退
職
し
た
教
職
員
、

「
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
」と
保

護
者
の
方
か
ら
の
お
力
添
え
も

あ
り
、少
し
ず
つ
応
援
の
輪
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆

さ
ま
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

一
時
の
支
援
に
留
ま
る
こ
と

な
く
、引
き
続
き
対
面
授
業
時

の
感
染
予
防
対
策
は
も
と
よ
り
、

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型（
対
面
と
オ

ン
ラ
イ
ン
併
用
）授
業
の
充
実
、

経
済
支
援
等
を
継
続
し
て
ま
い

り
ま
す
。
今
後
と
も
多
く
の
方

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
申
し
上
げ
ま
す
。

「

聖
徳
教
育
学
術
振
興
募
金

～
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
へ
の
ご
支
援
」

―
ご
報
告
と
お
願
い
―

募
金
だ
よ
り

令和3年度  後援会・保護者会 開催日程

附属 四園
父母の会総会 保育参観（1学期）

附属幼稚園 4月14日（水） 4月23日（金）

附属第二幼稚園 4月16日（金） 4月22日（木）

附属成田幼稚園 4月12日（月） 4月21日（水）

附属浦安幼稚園 4月13日（火） 4月20日（火）

大学 ･短期大学部
5月8日（土） 定期総会 聖徳大学

6月5日（土） 北海道支部総会・保護者会 札幌・札幌グランドホテル

9月5日（日） 甲信地区支部総会・保護者会 長野・ホテル国際21

9月12日（日） 新潟地区支部総会・保護者会 長岡・ニューオータニ長岡

10月3日（日） 静岡県支部総会・保護者会 静岡・ホテルアソシア静岡

10月10日（日） 東北（北）支部総会・保護者会 仙台・仙台ガーデンパレス

10月17日（日） 北関東支部総会・保護者会 大宮・JA共済埼玉ビル

10月24日（日） 九州・沖縄地区支部総会・保護者会 那覇・ホテルJALシティ那覇

10月31日（日） 東北（南）支部総会・保護者会 郡山・ビューホテルアネックス

11月21日（日） 東京地区・茨城県支部総会・保護者会（合同） 聖徳大学

11月28日（日） 千葉県支部総会・保護者会 聖徳大学

専門学校

6月28日（月） ～
7月17日（土）

保護者面談 （対象：保育科第１部2年、
　　　　第2部3年）

11月6日（土） 保護者会 （対象：保育科第1部1年、
　　　　第2部1年・2年）

光英VERITAS中高（旧附属女子中高）

4月29日（木・祝） 後援会総会

7月17日（土）・12月18日（土）・
令和 4 年／3月19日（土）

保護者会

附属小学校
保護者会（1年）
保護者会（2・5年）
保護者会（3・4年）
後援会総会
保護者会（6 年）

三田 三園
父母の会総会 保育参観（1学期）

聖徳大学三田幼稚園
（旧聖徳学園三田幼稚園） 4月21日（水） 5月20日（木）・21日（金）

聖徳大学八王子幼稚園
（旧聖徳学園八王子中央幼稚園） 4月16日（金）・17日（土） 5月25日（火）・26日（水）・27日（木）・28日（金）

聖徳大学多摩幼稚園
（旧聖徳学園多摩中央幼稚園） 4月19日（月） 5月17日（月）・18日（火）

取手聖徳女子中高

5月1日（土） 後援会総会

7月17日（土）・12月18日（土）・
令和 4 年／3月12日（土）

保護者会

令和3年度  シリーズコンサート 公演日程
　「聖徳学園シリーズコンサート」は、学生、生徒、 児童の情操教育活動
の一環として世界的に著名なオーケストラ、演奏家によるコンサート、
オペラ、バレエ、日本の伝統芸能等幅広い分野にわたって、実物に接
して心の教育を実践するという本学園の特長的な教育として、川並
香順記念講堂を会場に、昭和56年から続けられています。

月日 時間 演目

4月19日（月）
15 :30

18 :30
①
② 聖徳学園「入門コンサート」

5月12日（水） 18 :30 小原 孝 ピアノコンサート

5月26日（水）
16 :00

18 :30
①
② 歓迎オルガンコンサート

6月11日（金） 18 :30 第47回 聖徳学園 『能楽鑑賞会』

6月28日（月） 18 :30 第51回 聖徳学園 『文楽鑑賞会』

7月1日（木） 16 :00 鬼太鼓座

9月16日（木） 16 :00 伝えたい歌・残したい歌

10月23日（土） 15 :00 第17回 聖徳オペラ 「フィガロの結婚」

10月26日（火） 18 :30 挾間美帆m_unit

11月10日（水） 18 :30 ハンガリー国立歌劇場 「魔笛」

12月10日（金）
16 :00

18 :30
①
② 送別オルガンコンサート

12月14日（火） 18 :30 第37回 聖徳学園 『第九の夕べ』

12月16日（木） 18 :30 ①
ロシア国立サンクトペテルブルグ・アカデミー・バレエ
「くるみ割り人形」

12月17日（金） 16 :00 ②
ロシア国立サンクトペテルブルグ・アカデミー・バレエ
「くるみ割り人形」

2022年
1月11日（火） 18 :30 ウィーン・ヨハン・シュトラウス管弦楽団

1月13日（木）
15 :45

18 :30
①
② 山本正人記念 第37回 聖徳学園 『吹奏楽の夕べ』

令和3 年3月現在　※コンサート演目等は変更になることがあります。

一
一
一
件

一
〇
、九
五
二
、二
〇
〇
円

令
和
二
年
五
月
～
令
和
三
年
二
月
末
集
計
分

鈴木里歩さん

金子優奈さん

4月10日（土）・23日（金）

4月19日（月）

4月20日（火）

4月22日（木）

4月23日（金）
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二
月
六
日（
土
）、
本
校
を
会

場
と
し
て
卒
業
年
次
を
対
象
に

ピ
ア
ヘ
ル
パ
ー
試
験
を
行
い
ま

し
た
。
受
験
を
希
望
す
る
学
生

た
ち
は
、
本
校
で
の
学
び
や
模

擬
試
験
の
自
己
採
点
を
経
て
本

番
に
臨
み
ま
し
た
。

　

日
本
教
育
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
協

会
認
定
資
格「
ピ
ア
ヘ
ル
パ
ー
」

は
、カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
心
理
学

に
お
け
る
理
論
・
方
法
に
つ
い

て
学
び
を
深
め
る
こ
と
で
、
教

育
・
保
育
・
福
祉
の
現
場
で
人
と

関
わ
る
た
め
に
必
要
と
な
る
基

本
的
な
力
を
身
に
つ
け
た
こ
と

を
証
明
す
る
も
の
で
す
。Peer 

helper

（
仲
間
を
助
け
る
人
）と

し
て
相
談
相
手
や
グ
ル
ー
プ
の

ま
と
め
役
を
務
め
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
学
生
た
ち
は
、
実

習
先
や
学
校
生
活
に
お
い
て
人

と
の
関
わ
り
の
重
要
性
を
身
を

も
っ
て
感
じ
て
き
ま
し
た
。
業

務
に
お
い
て
求
め
ら
れ
る
知

識
・
技
術
は
、
単
純
に
自
分
が

習
得
し
て
い
れ
ば
活
用
で
き
る

も
の
で
は
な
く
、
仲
間
と
関
わ

り
協
力
し
て
こ
そ
、
そ
れ
ら
の

知
識
・
技
能
が
生
か
さ
れ
る
こ

と
を
実
感
し
て
き
ま
し
た
。
実

習
先
で
目
の
当
た
り
に
し
た
場

面
や
、
学
校
行
事
で
ク
ラ
ス
メ

イ
ト
と
経
験
し
た
場
面
を
思
い

出
し
な
が
ら
、
学
習
に
励
ん
で

き
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

試
験
当
日
は
、
見
慣
れ
た
教

室
が
会
場
で
は
あ
る
も
の
の
、ど

こ
か
緊
張
し
た
面
持
ち
で
問
題

を
解
い
て
い
ま
し
た
。真
剣
な
表

情
で
集
中
し
て
取
り
組
み
、
自

身
の
解
答
を
よ
く
見
直
し
、
解

答
用
紙
を
無
事
に
提
出
し
た
後

は
、ホ
ッ
と
し
た
表
情
で「
し
っ

か
り
解
け
た
」と
笑
顔
も
見
せ

て
い
ま
し
た
。

人
と
の
関
わ
り
を
学
ぶ
総
仕
上
げ

「
ピ
ア
ヘ
ル
パ
ー
」
試
験

　

定
期
試
験
を
終
え
た
学
生
た

ち
は
、
気
持
ち
を
新
た
に
各
々

の
実
習
に
臨
み
ま
し
た
。
保
育

科
第
二
部
一
年
生
は
附
属
幼
稚

園
に
て
初
め
て
の
実
習
と
な
る

幼
児
教
育
実
習
、
保
育
科
第
一

部
一
年
生
と
第
二
部
二
年
生
は

保
育
所
と
施
設
で
の
保
育
実
習

に
て
学
び
を
深
め
ま
す
。
依
然

と
し
て
感
染
症
感
染
拡
大
の
影

響
が
続
く
中
、
各
実
習
園
の
多

大
な
協
力
の
も
と
実
習
を
行
う

こ
と
が
で
き
、
学
生
た
ち
は
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
で
い
っ
ぱ

い
の
様
子
で
し
た
。

　

本
校
で
の
実
習
指
導
で
は
、

実
習
ご
と
に
指
導
案
の
書
き
方

か
ら
子
ど
も
の
発
達
に
関
す
る

知
識
ま
で
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と
共

に
学
び
ま
し
た
。
例
え
ば
、ペ
ー

プ
サ
ー
ト
の
制
作
と
実
演
で
は
、

各
自
の
工
夫
を
凝
ら
し
た
作
品

を
見
せ
合
う
こ
と
で
よ
り
多
く

の
気
づ
き
を
得
た
よ
う
で
す
。

実
演
で
は
、
異
な
る
対
象
年
齢

に
合
わ
せ
た
導
入
や
展
開
、
想

定
さ
れ
る
次
の
活
動
へ
と
つ
な

げ
る
ま
と
め
を
学
生
自
身
が
考

え
発
表
し
ま
し
た
。「
実
習
園
で

演
じ
た
ら
、子
ど
も
た
ち
は
ど
ん

な
反
応
を
し
て
く
れ
る
か
な
」

「
緊
張
し
て
も
、最
後
ま
で
堂
々

と
演
じ
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
」。
学

生
た
ち
は
緊
張
し
な
が
ら
も
、

子
ど
も
た
ち
の
楽
し
む
笑
顔
を

想
像
し
な
が
ら
期
待
に
胸
を
膨

ら
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

部
分
実
習
の
準
備
に
始
ま
り
、

子
ど
も
た
ち
と
の
活
動
や
教
員

か
ら
の
学
び
、
体
調
管
理
ま
で
、

無
事
に
終
え
た
学
生
た
ち
の
表

情
は
晴
れ
や
か
で
す
。
現
場
で

の
こ
の
貴
重
な
学
び
は
、
進
級

後
も
大
い
に
生
か
さ
れ
、
保
育

者
を
志
す
学
生
た
ち
の
背
中
を

押
し
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

学
校
で
の
学
び
をそれ

ぞ
れ
の
実
習
へ

幼
児
教
育
専
門
学
校

幼
児
教
育
専
門
学
校

　

新
生「
光
英
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｓ

中
学
校
・
高
等
学
校
」の
令
和
三

年
度
入
試
は
、
昨
年
十
二
月
に

中
学
校
第
一
志
望
入
試
を
皮
切

り
に
順
次
行
わ
れ
ま
し
た
。
一

月
以
降
も
、
高
校
入
試
が
計
三

回
、
中
学
入
試
が
計
四
回
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　

中
学
入
試
で
は
交
通
の
便
と

三
密
対
策
の
観
点
か
ら
、
本
校

　

コ
ロ
ナ
禍
で
大
会
中
止
が
相

次
ぐ
中
、
関
係
各
位
の
多
大
な

尽
力
に
よ
り「
令
和
二
年
度
全

国
高
校
総
合
体
育
大
会
第
七
十

回
全
国
高
等
学
校
ス
キ
ー
大

会
」が
、
二
月
六
日（
土
）か
ら

十
日（
水
）ま
で
長
野
県
飯
山
市

戸
狩
温
泉
ス
キ
ー
場
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
本
校
か
ら
は
羽
賀

成
美
さ
ん（
六
年
）、
荒
川
み
み

さ
ん（
五
年
）が
出
場
し
、
羽
賀

さ
ん
は
大
回
転
競
技
で
六
十
位

（
百
六
十
一
名
中
）、
回
転
競
技

で
六
十
三
位（
百
五
十
九
名
中
）

と
い
う
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

直
前
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
膝
に

軽
症
を
負
う
悪
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ン
で
の
健
闘
で
し
た
。

会
場
以
外
に
も
、
松
戸（
聖
徳

大
学
）と
津
田
沼（
千
葉
工
業
大

学
）に
外
部
入
試
会
場
を
設
け

ま
し
た
。
試
験
区
分
は
通
常
の

二
科
、
四
科
受
験
の
私
立
型
入

試
に
加
え
、
新
し
い
教
育
内
容

に
準
じ
て「
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｓ

理
数
入
試
」や
英
語
ま
た
は
算

数
の
一
科
入
試
、
さ
ら
に
適
性

検
査
型
入
試
も
実
施
し
ま
し
た
。

　

試
験
当
日
は
、
健
康
管
理
に

気
を
付
け
な
が
ら
入
試
の
た
め

に
長
期
間
準
備
し
て
き
た
受
験

生
た
ち
の
気
合
い
や
努
力

が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て

き
ま
し
た
。教
職
員
に
と
っ

て
も
改
め
て
身
の
引
き
締

ま
る
入
試
と
な
り
ま
し
た
。

　

厳
寒
の
冬
の
入
試
時
期

を
経
て
、
暖
か
い
春
の
訪

れ
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
今
、
い
よ
い
よ
光

英
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｓ
中
学

校
・
高
等
学
校
の“
第
一
期

生
”の
学
校
生
活
が
始
ま

り
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
新

入
生
を
迎
え
、
本
校
も
新

た
な
ス
タ
ー
ト
を
歩
み
始

め
ま
す
。

　
一
月
二
十
二
日（
金
）か
ら
二
十 

四
日（
日
）ま
で
開
催
さ
れ
た
群

馬
県
ス
ノ
ー
パ
ー
ク
尾
瀬
戸
倉

で
の「
第
十
一
回
ア
ル
ペ
ン
ユ
ー

ス
競
技
会
群
馬
県
大
会
」に
は
、

渡
部
小
乃
葉
さ
ん（
三
年
）が
出

場
し
ま
し
た
。
渡
部
さ
ん
は
、

回
転
競
技
三
位
、
大
回
転
競
技

四
位
入
賞
と
い

う
好
成
績
を
収

め
ま
し
た
。
羽

賀
さ
ん
と
渡
部

さ
ん
は
、
昨
年

度
中
止
と
な
っ

た「
第
七
十
六

回
国
民
体
育
大

会
冬
季
大
会
」

の
千
葉
県
代
表

に
も
選
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

先
の
見
え
な
い
状
況
は
今
後

も
続
き
そ
う
で
す
が
、本
ス
キ
ー

部
で
は
次
の
レ
ー
ス
お
よ
び
次

期
シ
ー
ズ
ン
へ
向
け
て
着
々
と

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。ス
キ
ー

人
口
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
県

内
で
ス
キ
ー
部
が
あ
る
学
校
は

現
在
四
校
で
す
。
皆
さ
ま
の
お

知
り
合
い
に
ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー

ヤ
ー
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
ら
、

新
た
に
共
学
化
し
た
光
英
Ｖ
Ｅ

Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｓ
中
高
ス
キ
ー
部
を

ぜ
ひ
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

光
英
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｓ
中
学
校
・
高
等
学
校

令
和
三
年
度
入
試

ス
キ
ー
部　

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

光
英
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｓ
中
学
校
・
高
等
学
校

光
英
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｓ
中
学
校
・
高
等
学
校

（
旧
聖
徳
大
学
附
属
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校
）

　

一
月
三
十
日（
土
）、三
田
キ
ャ

ン
パ
ス
に
お
い
て
、
新
校
舎
建

設
の
地
鎮
祭
を
執
り
行
い
ま
し

た
。
学
園
関
係
者
十
八
名
を
は

じ
め
設
計
お
よ
び
施
工
関
係
者

の
総
勢
五
十
名
が
出
席
し
ま
し

た
。

　

午
前
十
時
三
十
分
、
厳
か
な

雰
囲
気
の
中
で
神
事
が
始
ま
り

ま
し
た
。
本
学
園
の
川
並
弘
純

理
事
長
、
株
式
会
社
石
本
建
築

事
務
所
の
長
尾
昌
高
代
表
取
締

役
社
長
、
株
式
会
社
竹
中
工
務

店
の
車
戸
城
二
常
務
執
行
役
員

に
よ
る「
地
鎮
之
儀
」が
行
わ
れ
、

こ
れ
か
ら
始
ま
る
建
設
工
事
の

安
全
を
祈
願
し
玉
串
奉
奠
を
行

い
ま
し
た
。

　

閉
式
の
挨
拶
で
川
並
弘
純
理

事
長
は
、「
三
田
は
東
京
聖
徳
学

園
の
第
二
の
誕
生
の
地
。
昭
和

四
十
七（
一
九
七
二
）年
頃
病
床

に
臥
せ
て
い
た
、
創
立
者
の
一
人

で
当
時
学
園
長
の
川
並
孝
子
先

生
は『
一
度
で
い
い
か
ら
三
田

の
地
に
戻
り
校
舎
の
落
成
を
見

届
け
た
い
』と
切
に
願
い
ま
し
た
。

そ
し
て
当
時
の
工
事
関
係
者
の

方
々
の
ご
尽
力
に
よ
っ
て
完
成

し
た
の
が
現
在
の
三
田
校
舎

で
す
。
今
生
の
願
い
が
叶
っ
た

孝
子
先
生
は
と
て
も
う
れ
し
そ

う
で
し
た
。
新
校
舎
が
完
成
す

る
と
、
思
い
出
深
い
校
舎
と
も

別
れ
を
告
げ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
学
園
創
立
九
十
周
年
の

記
念
行
事
と
な
る
新
キ
ャ
ン
パ

ス
建
設
で
は
、
本
学
の
さ
ら
な

る
発
展
の
拠
点
と
な
る
よ
う
、

関
係
者
一
同
心
を
一
つ
に
合
わ

せ
息
吹
を
吹
き
込
み
た
い
と
思

い
ま
す
」と
決
意
新
た
に
締
め

く
く
り
ま
し
た
。

　

近
年
、三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
あ

る
札
の
辻
周
辺
で
は
、大
規
模
な

再
開
発
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
平
成
二
十
八（
二
〇
一
六
）

年
よ
り「
三
田
三
・
四
丁
目
地
区

市
街
地
再
開
発
事
業
」の
一
環

と
し
て
、
本
学
の
校
舎
建
替
計

画
が
本
格
的
に
始
動
し
ま
し
た
。

新
校
舎
は
地
上
七
階
、
地
下
一
階
、

延
床
面
積
七
千
三
百
平
方
㍍
を

誇
る
当
地
区
最
大
の
学
校
施
設

に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。
新
校

舎
は
令
和
四（
二
〇
二
二
）年
四

月
よ
り
使
用
さ
れ
る
予
定
で
す
。

三
田
新
キ
ャ
ン
パ
ス
地
鎮
祭

地鎮之儀

実習前の事前指導の様子

試験当日

現在の三田キャンパス

完成予想模型

インターハイでの
荒川みみ選手（左）と羽賀成美選手

光英 VERITAS中高第一期生の入試の様子
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例
年
七
月
と
二
月
に
発
表
会

を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
昨
年
度
は

七
月
の
発
表
会
が
中
止
と
な
り
、

二
月
二
十
五
日（
木
）か
ら
二
十 

七
日（
土
）に
か
け
て
開
催
し
た

発
表
会「
表
現
あ
そ
び
」が
最
初

で
最
後
と
な
り
ま
し
た
。
感
染

防
止
対
策
の
た
め
、
各
学
年
と

も
二
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、

初
日
と
翌
日
に
分
散
し
て
行
い

ま
し
た
。
そ
し
て
年
少
桜
組
は

遊
戯
、
年
中
梅
組
は
遊
戯
と
楽

器
遊
び
、年
長
松
組
は
オ
ペ
レ
ッ

タ
を
披
露
し
ま
し
た
。
最
終
日

の
二
十
七
日
は
、
松
組
全
員
に

よ
る
合
奏
も
行
い
ま
し
た
。
本

発
表
会
は
、
感
染
予
防
対
策
の

た
め
、
本
園
初
の
試
み
と
な
る

無
観
客
・
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

桜
組
は
、
発
表
会
そ
の
も
の

が
初
め
て
の
経
験
で
し
た
が
、

役
ご
と
に
並
ん
だ
り
出
入
り
し

た
り
す
る
こ
と
を
あ
っ
と
い
う

間
に
覚
え
、
教
職
員
を
驚
か
せ

ま
し
た
。
梅
組
は
遊
戯
の
経
験

は
あ
り
ま
す
が
、
楽
器
遊
び
が

初
め
て
で
し
た
。「
鈴
が
い
い
な

ぁ
」「
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
っ
て
き

れ
い
な
音
が
す
る
ね
」
な
ど
、

楽
器
に
触
れ
た
時
の
感
動
や
、

皆
と
音
を
そ
ろ
え
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
時
の
喜
び
を
、楽
し
く

表
現
し
な
が
ら
演
奏
し
ま
し
た
。

松
組
は
、コ
ロ
ナ
禍
で
従
来
と

は
違
う
形
式
な
が
ら
も
、一
人
ひ

と
り
が
最
後
の
発
表
会
を
一
所

懸
命
に
や
り
遂
げ
ま
し
た
。

　

発
表
会
の
様
子
を
オ
ン
ラ
イ

ン
配
信
す
る
こ
と
で
、
自
宅
に

帰
っ
て
か
ら
も
親
子
で
会
話
を

し
な
が
ら
視
聴
が
で
き
楽
し
い

ひ
と
時
を
過
ご
せ
た
よ
う
で
す
。

新
た
な
生
活
の
中
で
新
し
い
世

界
を
広
げ
る
工
夫
を
今
後
も

行
っ
て
い
き
ま
す
。

新
し
い
表
現
あ
そ
び

附

属

小

学

校

附

属

小

学

校

　

本
校
教
育
の
特
色
の
一
つ
に

「
会
食
」が
あ
り
ま
す
。
会
食
で

は
、
聖
徳
大
学
人
間
栄
養
学
部

人
間
栄
養
学
科
作
成
の
献
立
に

よ
る
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
料
理
が
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
、
和
食
メ
ニ
ュ
ー
が
充
実

し
て
い
ま
す
。サ
バ
、サ
ワ
ラ
、

白
身
魚
な
ど
の
魚
料
理
が
、
さ

ま
ざ
ま
な
味
付
け
で
登
場
す
る

こ
と
を
、
児
童
た
ち
は
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

　

献
立
に
は
、
児
童
の
健
康
管

理
の
た
め
、
塩
分
を
控
え
た
り
、

逆
に
不
足
し
が
ち
な
カ
ル
シ
ウ

ム
を
強
化
し
た
り
す
る
取
り
組

み
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
初
め

は
、「
ち
ょ
っ
と
薄
味
だ
な
」と

感
じ
て
い
た
児
童
も
、
今
で
は

そ
れ
が
当
た
り
前
に

感
じ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、

み
そ
汁
や
シ
チ
ュ
ー

な
ど
に
ス
キ
ム
ミ
ル

ク（
脱
脂
粉
乳
）が
加

え
ら
れ
た
り
、デ
ザ
ー

ト
に
カ
ル
シ
ウ
ム
ウ

エ
ハ
ー
ス
が
出
さ
れ

た
り
す
る
な
ど
、
和

食
で
不
足
し
が
ち
な

カ
ル
シ
ウ
ム
を
補
う

工
夫
が
、
随
所
に
な

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
栄
養
満
点
の
会
食
で

す
が
、
食
べ
残
さ
れ
て
は
意
味

が
あ
り
ま
せ
ん
。
残
念
な
こ
と

に
、
毎
回
、
食
べ
残
さ
れ
廃
棄

さ
れ
る
料
理
が
あ
る
の
も
事
実

で
す
。

　

そ
ん
な
現
状
を
少
し
で
も
改

善
し
よ
う
と
始
め
ら
れ
た
の
が
、

広
報
委
員
会
児
童
を
中
心
と
し

た「
食
べ
残
し
を
減
ら
す
た
め

の
標
語
」募
集
で
す
。
標
語
づ

く
り
を
通
し
て
、
普
段
の
食
べ

方
を
見
直
し
、「
残
さ
ず
い
た
だ

く
」意
識
を
高
め
よ
う
と
い
う

試
み
で
す
。

　

十
二
月
か
ら
募
集
を
開
始
し
、

二
月
上
旬
ま
で
に
、の
べ
六
十
二

人
か
ら
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
二
つ
紹
介
し
ま
す
。

　

会
食
を
残
さ
ず
い
た
だ
く
こ

と
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
十
二
番
目

の
目
標「
つ
く
る
責
任
・
つ
か
う

責
任
」
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

標
語
づ
く
り
の
参
考
に
、
自
ら

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
調
べ
た
児

童
も
い
た
そ
う

で
す
。

　

本
校
で
は
、

「
会
食
」を
通
し

て
、
健
康
や
環

境
に
対
す
る
意

識
を
高
め
て
い

ま
す
。

■
日
々
の
会
食

に
つ
い
て
は
本

校
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の「
教
員
ブ

ロ
グ
」に
掲
載

し
て
い
ま
す
。

　
“
鬼き

滅め
つ
”ブ
ー
ム
に
乗
っ
て
、

三
年
生
た
ち
は
、
図
工
の
時
間

に「
キ
ツ
ネ
の
お
面
」づ
く
り
に

取
り
組
み
ま
し
た
。“
鬼
滅
”の

世
界
で
は
、「
和
」の
文
化
が
多

く
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
た
め
、

本
校
教
育
活
動
と
も
関
連
が
あ

る
と
思
わ
れ
た
か
ら
で
す
。

　

お
面
の
展
開
図
を
段
ボ
ー
ル

板
に
貼
り
、カ
ッ
タ
ー
で
切
り

離
し
ま
す
。
展
開
図
の
点
線
で

折
り
曲
げ
、
お
面
の
形
に
し
、

表
面
に
洗
濯
糊
に
浸
し
た
和
紙

を
貼
り
つ
け
ま
す
。
鼻
や
口
の

部
分
は
、
軽
量
紙
粘
土
で
作
り

ま
す
。
乾
い
た
ら
思
い
思
い
の

柄
を
描
き
、ゴ
ム
ひ
も
を
つ
け

て
完
成
で
す
。
予
想
以
上
の
出

来
栄
え
に
、「
早
く
持
ち
帰
ら
せ

て
く
だ
さ
い
」と
、
せ
が
む
児

童
が
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。

　

教
科
書
に
は
な
い
題
材
で
す

が
、
こ
の
よ
う
な
授
業
が
あ
る

の
も
私
学
の
特
色
の
一
つ
で
す
。

今
後
も
、
聖
徳
ら
し
い「
和
」テ

イ
ス
ト
の
教
材
開
発
に
励
ん
で

い
き
ま
す
。

「
食
べ
残
し
を
減
ら
す
た
め
の
標
語
」募
集

た
く
さ
ん
の
応
募
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た

お
面
づ
く
り
に「
全
集
中
！
」

取
手
聖
徳
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

取
手
聖
徳
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

　

一
月
十
一
日（
月
・
祝
）、
牛
久

市
エ
ス
カ
ー
ド
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
エ
ス
カ
ー
ド
ホ
ー
ル
に
て
、

高
等
学
校
音
楽
科
第
三
十
六
回

卒
業
演
奏
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

入
場
者
を
本
校
関
係
者
に
限
定

し
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
を

万
全
に
行
い
本
番
を
迎
え
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
今
春
卒
業
し
た
八

名
の
生
徒
が
色
と
り
ど
り
の
鮮

　

二
月
六
日（
土
）、
本
校
第
二

体
育
室
で「
児
童
保
育
学
習
発

表
会
」を
行
い
ま
し
た
。
一
都

六
県
に
緊
急
事
態
宣
言
が
出
さ

れ
、
茨
城
県
も
独
自
の
緊
急
事

態
宣
言
が
発
出
さ
れ
た
状
況
の

中
で
本
番
を
迎
え
ま
し
た
。

　

会
場
内
の
密
を
避
け
る
た
め
、

出
演
す
る
生
徒
の
保
護
者
の
み

来
場
可
能
と
し
、
観
客
数
を
限

定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
演
目
数

を
減
ら
し
、
全
体
の
発
表
時
間

を
一
時
間
に
短
縮
し
ま
し
た
。

発
表
中
は
、
常
に
マ
ス
ク
を
着

用
し
て
の
演
技
を
徹
底
し
ま
し

た
。

　

制
約
の
多
い
状
況
で
も
精
一

杯
の
演
技
を
見
せ
た
生
徒
た
ち
。

人
形
劇
で
は
、
一
人
ひ
と
り
が

自
分
の
役
柄
を
個
性
的
に
演
じ
、

多
く
の
観
客
が
感
動
す
る
作
品

と
な
り
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
も
、

大
き
な
達
成
感
を
味
わ
う
こ
と

が
で
き
た
よ
う
で
す
。
本
発
表

会
を
通
し
て
得
た
学
び
は
、
将

来
の
進
路
実
現
に
生
か
さ
れ
て

い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
変
更
に
よ
り

昨
年
度
で
児
童
保
育
進
学
コ
ー

ス
は
な
く
な
り
ま
し
た
が
、「
保

育
の
聖
徳
Ⓡ
」の
聖
徳
大
学
附

属
校
と
し
て
、
幼
児
教
育
の
道

を
志
す
生
徒
に
対
し
、
こ
れ
か

ら
も
学
び
の
機
会
を
提
供
し
続

け
て
い
き
ま
す
。

や
か
な
ド
レ
ス
に
身
を
包
み
、

独
奏
・
独
唱
・
重
唱
を
披
露
し
ま

し
た
。
卒
業
生
一
人
ひ
と
り
の

表
情
は
、
緊
急
事
態
宣
言
の
状

況
下
で
も
舞
台
で
演
奏
で
き
る

喜
び
に
満
ち
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

来
場
者
か
ら
も
温
か
い
眼
差
し

が
注
が
れ
ま
し
た
。

　

演
奏
会
は
、相
澤
直
人
作
曲
・

さ
く
ら
も
も
こ
作
詞
の
曲『
ぜ

ん
ぶ
』で
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

「
大
切
な
も
の
は
、
ぜ
ん
ぶ
こ

こ
に
あ
る
」で
始
ま
る
こ
の
曲

に
、
卒
業
生
は
三
年
間
ま
た
は

六
年
間
の
思
い
出
と
、
周
囲
へ

の
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
合

唱
し
ま
し
た
。

　

高
校
生
活
最
後
の
一
年
を
新

型
コ
ロ
ナ
と
共
に
過
ご
し
た
卒

業
生
。コ
ロ
ナ
禍
な
ら
で
は
の

経
験
を
糧
と
し
て
、
卒
業
生
が

今
後
さ
ら
に
成
長
し
て
い
く
こ
と

を
教
職
員
一
同
願
っ
て
い
ま
す
。

音
楽
科 

卒
業
演
奏
会

児
童
保
育
学
習
発
表
会

人形を上手に操る生徒

“鬼滅”風のキツネのお面

　

令
和
三
年
四
月
一
日（
木
）、
聖
徳
学
園
三
田
幼
稚
園
、
聖
徳
学
園
八
王
子
中
央
幼

稚
園
、
聖
徳
学
園
多
摩
中
央
幼
稚
園
は
、「
聖
徳
大
学
三
田
幼
稚
園
」「
聖
徳
大
学
八
王

子
幼
稚
園
」「
聖
徳
大
学
多
摩
幼
稚
園
」に
改
名
し
ま
し
た
。
一
層
大
学
と
の
連
携
を
深

め
、
幼
児
教
育
の
質
の
向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

き
ら
い
な
も
の
も

ひ
と
く
ち
た
べ
れ
ば

あ
ら
お
い
し
い

２
年　

相
川 

恵
実
子

い
っ
ぱ
い
ね

た
べ
れ
ば
げ
ん
き

も
り
も
り
さ

２
年　

新
井 

里
佳

教員ブログはこちら

ジャックと豆の木を演じた年中梅組ティンカーベルになりきって（年長松組）

初めての発表会（年少桜組）
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二
月
四
日（
木
）、五
日（
金
）

に
総
合
表
現
発
表
会「
た
の
し

み
ま
シ
ョ
ー
」を
聖
徳
大
学
川

並
香
順
記
念
講
堂
で
行
い
ま
し

た
。

　

満
三
歳
児
パ
ン
ダ
組
は
初
め

て
の
大
舞
台
で
小
さ
な
体
を
思

い
切
り
動
か
し『
た
ま
ご
の
あ

か
ち
ゃ
ん
』を
発
表
し
ま
し
た
。

三
歳
児
桜
組
は『
り
ん
ご
が
た

べ
た
い
ね
ず
み
く
ん
』の
役
に

な
り
き
っ
て
踊
っ
た
り
、せ
り
ふ

を
言
っ
た
り
し
て
リ
ズ
ム
遊
び

を
披
露
し
ま
し
た
。
四
歳
児
梅

組
は
絵
本『
ま
ざ
っ
ち
ゃ

お
う
！
』に
園
児
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
せ
り
ふ
を
交
え

て
リ
ズ
ム
遊
び
と
合
奏

を
発
表
し
ま
し
た
。
五

歳
児
松
組
は
園
児
た
ち

だ
け
で
演
じ
る『
ジ
ャ
ッ

ク
と
豆
の
つ
る
』の
リ
ズ

ム
遊
び
と
合
奏
で
す
。

合
奏
で
は
難
し
い
鳴
ら

し
方
に
も
挑
戦
し
、幼
稚

園
最
後
の
発
表
会
を
締

め
く
く
り
ま
し
た
。
キ
ラ

キ
ラ
と
輝
く
素
晴
ら
し

い
ス
テ
ー
ジ
に
立
て
た

経
験
は
大
き
な
喜
び
と

な
り
、自
信
に
つ
な
が
っ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

昨
年
度
は
三
密
を
避
け
る
た

め
、二
日
間
に
分
け
た
日
程
、一

名
に
限
定
し
た
観
覧
者
、プ
ロ

グ
ラ
ム
変
更
、Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
ウ
ェ
ビ

ナ
ー
配
信
と
新
た
な
試
み
を
取

り
入
れ
ま
し
た
。
皆
が
楽
し
い

シ
ョ
ー
と
な
る
よ
う
に
名
付
け

ら
れ
た
伝
統
あ
る

本
園
の「
た
の
し
み

ま
シ
ョ
ー
」。コ
ロ

ナ
禍
で
の
開
催
は
、

会
場
か
ら
の
温
か

い
拍
手
と
、画
面
越

し
に
た
く
さ
ん
の

応
援
が
感
じ
ら
れ
る
新
し
い
ス

タ
イ
ル
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
園
児
た
ち
一
人
ひ
と

り
の
育
ち
が
見
え
る
よ
う
工
夫

し
、伝
統
を
守
り
な
が
ら
も
時

代
に
合
わ
せ
て
前
向
き
に
挑
戦

し
て
い
き
ま
す
。

聖
徳
大
学
多
摩
幼
稚
園

聖
徳
大
学
附
属
第
二
幼
稚
園

　

本
園
で
は
昨
年
か
ら
満
三
歳

児
保
育（
ひ
ま
わ
り
組
）を
始
め

ま
し
た
。
大
き
な
制
服
に
身
を

包
み
保
護
者
の
後
ろ
に
隠
れ
て

い
た
新
入
園
児
た
ち
は
、
入
園

式
か
ら
最
初
の
数
日
は「
マ
マ

が
い
い
の
」「
早
く
帰
り
た
い

よ
」と
泣
い
て
ば
か
り
で
し
た
。

笑
顔
で「
お
は
よ
う
」と
声
を
掛

け
て
も
返
せ
な
い
姿
も
多
く
見

ら
れ
ま
し
た
。
教
員
が
毎
日
優

し
く
挨
拶
し
続
け
る
こ
と
で
、

少
し
ず
つ
理
解
し
、徐
々
に「
お

は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」と
元
気

に
言
い
な
が
ら
保
育
室
に
入
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
日
々
、

教
員
と
手
遊
び
し
た
り
、
絵
本

を
読
ん
だ
り
、
一
緒
に
話
を
し

た
り
す
る
う
ち
に
、
新
入
園
児

た
ち
は
笑
顔
で
登
園
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

靴
が
履
け
ず
に「
で
き
な
い
」

と
言
い
な
が
ら
座
っ
て
い
る
と
、

年
長
松
組
が
履
か
せ
て
く
れ
ま

す
。
他
に
も
松
組
は
、
保
育
室

ま
で
一
緒
に
付
き
添
い
、
出
席

カ
ー
ド
に
ス
タ
ン
プ
を
押
し
、

コ
ッ
プ
や
タ
オ
ル
を
所
定
の
場
所

に
置
く
こ
と
な
ど
を
優
し
く
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

一
年
経
っ
た

今
で
は
、
皆
何

で
も
自
分
で
や

り
た
い
気
持
ち

が
強
く
な
り
、

松
組
の
お
手
伝

い
が
な
く
て
も

自
分
の
こ
と
は

自
分
で
行
え
ま

す
。
好
き
な
玩

具
で
伸
び
伸
び

と
遊
ん
で
い
く

中
で
、
教
員
と
遊
ぶ
心
地
よ
さ

や
安
心
感
を
得
て
い
き
ま
す
。

そ
し
て
、
友
達
と
一
緒
に
過
ご

す
楽
し
さ
も
分
か
り
始
め
、
幼

稚
園
が
楽
し
い
場
所
と
な
っ
て

い
く
よ
う
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
に
寄
り
添
い
、

楽
し
く
安
心
し
て
過
ご
せ
る
場

所
と
な
る
よ
う
、
保
育
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

た
の
し
いよう

ち
え
ん

元
気
に
遊
ん
で
ま
す

風
車
遊
び

　

本
園
で
は
、
裸
足
で
元
気
に

遊
ぶ
園
児
の
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。

室
内
で
は
コ
ル
ク
床
の
保
育
室

で
音
楽
に
合
わ
せ
て
踊
っ
た
り
、

友
達
と
一
緒
に
絵
を
描
い
た
り

し
て
遊
ん
で
い
ま
す
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の
た

め
、
室
内
に
は
空
気
清
浄
機
や

加
湿
器
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
換
気
を
行
う
た
め
常
に
窓

が
開
い
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

寒
い
日
で
も
雨
が
降
っ
て
い
な

け
れ
ば
、
裸
足
で
屋
外
に
出
る

園
児
が
い
る
た
め
、
保
育
室
の

扉
は
頻
繁
に
開
閉
さ
れ
ま
す
。

外
で
は
、
裸
足
で
走
り
回
り
、

遊
具
で
遊
ん
で
い
ま
す
。

　

あ
る
日
、
川
並
知
子
園
長
が

パ
ン
ダ
組
の
た
め
に
風
車
を
作

り
ま
し
た
。
園
児
た
ち
は
、
笑

顔
い
っ
ぱ
い
で
生
き
生
き
と
し

た
表
情
で
し
た
。
そ
の
日
は

ち
ょ
う
ど
よ
い
風
が
吹
い
て
い

て
、
陽
の
光
を
浴
び
な
が
ら
走

る
と
、
風
車
が
く
る
く
る
と
回

り
ま
し
た
。
満
三
歳
児
は
声
を

上
げ
て
喜
ん
で
遊
び
ま
し
た
。

翌
日
登
園
し
た
パ
ン
ダ
組
の
保

護
者
か
ら「
か
ざ
ぐ
る
ま　

あ

り
が
と
う　

た
の
し
い
き
も
ち

に
な
っ
た
よ
」と
、
園
児
が
慣
れ

な
い
手
つ
き
で
一
所
懸
命
に
書

い
た
手
紙
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

園
児
が
楽
し
い
と
感
じ
ら
れ

る
環
境
、
そ
し
て
保
護
者
が
満

足
で
き
る
環
境
を
こ
れ
か
ら
も

整
え
、
心
身
共
に
成
長
で
き
る

よ
う
見
守
っ
て
い
き
ま
す
。

み
ん
な
楽
し
か
っ
た

で
シ
ョ
ー

世
界
に
一
冊
の

絵
本
作
り

豆
ま
き
会

～
鬼
は
外 

福
は
内
～

聖
徳
大
学
附
属
幼
稚
園

　

入
園
式
翌
日
か
ら
二
日
間
は

幼
稚
園
生
活
や
教
員
・
友
達
に

慣
れ
る
た
め
、新
入
園
児
の
み

登
園
し
て
い
ま
す
。
初
め
て
親

元
を
離
れ
る
た
め
泣
い
て
登
園

す
る
子
ど
も
や
、満
三
歳
児
や

二
歳
児
ク
ラ
ス
か
ら
在
籍
し
喜

ん
で
登
園
し
て
く
る
子
ど
も
な

ど
、さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

登
園
し
て
く
る
と
、靴
の
履

き
替
え
、帽
子
の
掛
け
方
、出
席

ス
タ
ン
プ
の
押
し
方
、着
替
え

方
、所
持
品
の
始
末
の
仕
方
、ト

イ
レ
の
使
い
方
、遊
具
の
使
い

方
な
ど
、一
つ
ひ
と
つ
を
細
か

く
教
員
か
ら
教
え
て
も
ら
い
ま

す
。
最
初
が
肝
心
な
た
め
、全

教
職
員
で
子
ど
も
た
ち
を
指

導
・
援
助
し
ま
す
。

　

そ
の
後
は
、そ
れ
ぞ
れ
好
き

な
遊
び
を
し
た
り
、友
達
と
一

緒
に
リ
ズ
ム
遊
び
を
し
た
り
、

絵
本
を
見
た
り
し
て
過
ご
し
て

い
く
う
ち
に
、泣
い
て
い
た
子

ど
も
た
ち
か
ら
笑
顔
が
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
降
園
時

に
は
、「
さ
よ
う
な
ら
」「
ま
た
明

日
も
遊
ぼ
う
ね
」と
元
気
に
降

園
し
て
い
き
、た
く
ま
し
さ
を

の
ぞ
か
せ
ま
す
。

　

二
日
目
に
は
泣
く
子
ど
も
も

減
り
、前
日
教
え
て
も
ら
っ
た

こ
と
を
一
人
で
が
ん
ば
る
姿
で

あ
ふ
れ
ま
す
。
初
日
か
ら
の
成

長
や
変
化
が
早
速
感
じ
ら
れ
る

瞬
間
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、本
園
で
は
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
楽
し
い
幼

稚
園
生
活
の
ス
タ
ー
ト
を
毎
年

迎
え
て
い
ま
す
。

初
め
て
の
登
園

聖
徳
大
学
八
王
子
幼
稚
園

　

卒
園
に
向
け
た
活
動
と
し
て
、

「
創
作
絵
本
作
り
」が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、本
園
の
伝
統
と
し
て

受
け
継
ぐ
活
動
で
、絵
本
の
内

容
、文
章
、絵
す
べ
て
を
園
児
が

考
え
制
作
し
た
も
の
を
、教
員

が
製
本
し
、「
た
っ
た
一
冊
の
絵

　

二
月
二
日（
火
）節
分
の
日
に
、

本
園
で
豆
ま
き
会
を
行
い
ま
し

た
。例
年
な
ら
遊
戯
室（
ホ
ー
ル
）

に
全
園
児
が
集
ま
っ
て
行
い
ま

す
が
、
昨
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
の

た
め
、ク
ラ
ス
ご
と
に
保
育
室

で
行
い
ま
し
た
。
前
年
の
豆
ま

き
会
の
記
憶
が
よ
み
が
え
り
、

「
鬼
来
る
の
？
」「
怖
い
か
ら
い

や
だ
、
ど
う
し
よ
う
」と
登
園

し
た
時
か
ら
不
安
げ
な
園
児
や
、

元
気
が
な
い
園
児
も
い
ま
し
た
。

　

事
前
に
豆
ま
き
に
使
う
三
方

を
折
り
紙
で
作
り
ま
し
た
。
他

に
も
、
鬼
の
顔
を
描
い
た
り
、

本
」が
で
き
あ
が
る
と
い
う
も

の
で
す
。
魔
法
の
話
、冒
険
の
話
、

海
の
中
の
話
、お
姫
様
の
話
…
。

園
児
た
ち
の
発
想
に
は
毎
年
驚

か
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
園
で
は
、絵
本
を
た
く
さ

ん
読
み
ま
す
が
、絵
本
を
作
る

活
動
は
、卒
園
を
控
え
た
園
児

で
も
す
ぐ
に
で
き
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ス
ト
ー
リ
ー
作

り
は
、自
分
の
体
験
や
身
近
な

鬼
の
お
面
を
制
作
し
た
り
す
る

園
児
も
い
ま
し
た
。

　

各
ク
ラ
ス
に
園
児
が
揃
う
と
、

い
よ
い
よ
豆
ま
き
会
が
始
ま
り

ま
し
た
。
園
内
放
送
で
、
節
分

の
由
来
や
豆
ま
き
を
す
る
理
由

な
ど
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。「
季

節
が
変
わ
る
節
目
」が
節
分
で

あ
り「
立
春
」の
前
日
で
あ
る
こ

と
や
、
新
し
い
年
を
無
事
に
過

ご
せ
る
よ
う
願
っ
て
悪
い
病
気

や
魔
物（
悪
鬼
）を
追
い
払
う
た

め
に
豆
ま
き
を
す
る
話
を
聞
き

ま
し
た
。

　

そ
し
て
ク
ラ
ス
ご
と
に
、
心

の
中
に
い
る
何
鬼
を
退
治
し
た

い
か
考
え
ま
し
た
。
満
三
歳
児

パ
ン
ダ
組
は「
片
付
け
を
し
な

い
鬼
」、
三
歳
児
桜
組
は「
話
を

聞
か
な
い
鬼
」、
四
歳
児
梅
組

は「
お
し
ゃ
べ
り
鬼
」、
五
歳
児

松
組
は「
ふ
ざ
け
鬼
」「
い
じ
わ

る
鬼
」で
し
た
。
保
育
室
に
鬼

が
入
っ
て
く
る
と
、
園
児
た
ち

は
必
死
に
心
の
鬼
を
追
い
出
そ

う
と
し
ま
し
た
。「
お
に
は
そ
と
、

ふ
く
は
う
ち
」と
大
き
な
声
で

言
い
な
が
ら
三
方
に
入
っ
て
い

る
豆
を
力
一
杯
鬼
に
投
げ
ま
し

た
。「
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」も
退

治
で
き
る
よ
う
に
声
を
掛
け
て

豆
ま
き
し
ま
し
た
。
鬼
は
元
気

な
掛
け
声
に
驚
い
て
、
園
児
た

ち
の
心
の
中
か
ら
逃
げ
て
行
き
、

無
事
に
退
治
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

言
葉
遊
び
、お
気
に
入
り
の
絵

本
の
続
き
話
な
ど
が
土
台
と
な

り
ま
す
。
話
を
考
え
る
だ
け
で

な
く
、絵
本
で
い
う
挿
絵
や
イ

ラ
ス
ト
も
自
分
で
描
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
本
園
で
は
、

満
三
歳
児
ク
ラ
ス
か
ら
、段
階

的
に
描
画
活
動
を
し
て
い
て
、

初
め
は
ク
レ
ヨ
ン
も
正
し
く
持

て
な
い
園
児
た
ち
が
、体
の
動

き
や
顔
の
表
情
ま
で
工
夫
し
な

が
ら
描
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い

き
ま
す
。

　

で
き
あ
が
っ
た
創
作
絵
本
を

掲
げ
て
、園
長
や
担
任
と
記
念
撮

影
し
た
写
真
を
絵
本
の
見
返
し

に
貼
り
ま
す
。
卒
園
式
に
、保

育
証
書
と
世
界
に
一
冊
の
自
分

だ
け
の
絵
本
が
園
長
よ
り
渡
さ

れ
ま
す
。
保
護
者
か
ら
も
毎
年

好
評
の
活
動
で
す
。

聖
徳
大
学
附
属
成
田
幼
稚
園

聖
徳
大
学
附
属
浦
安
幼
稚
園

裸足でもへっちゃら！風車遊びでニコニコ！

心の中の鬼を退治

どんな絵を描こうかな

「私だけの絵本」をじっくり読む卒園生

みんなで登園1・2・3
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学園広報紙聖徳フラッシュをお読みいただきありがとうございます。
今後も内容の充実に努めてまいりますので、ぜひ皆さまのご意見・ご感想をお寄せください。

ご意見・ご感想の宛て先

〈郵送〉〒271-8555　千葉県松戸市岩瀬550　東京聖徳学園　「聖徳フラッシュ」係まで
〈インターネット〉https://www.seitoku.ac. jp /gakuen/ toiawase/frmpub

21.4.1 ret（15,0）

〒108-0073　東京都港区三田3-4-28
TEL.03-5476-8811（代）

聖徳フラッシュ　第₁₁₃号
発行人 ／川並 弘純　　編集 ／総務課

読者の声

セイトクの派 遣 会 社 だ か ら安心
派遣登録募集中！！ 幼稚園教諭、 保育士、 一般事務  お気軽にご連絡ください 

セイワコーポレーション
東京都港区虎ノ門 1-1-20 0120-525-126 般 13 - 300726

13-ユ-300913

開催日 開催地 開催時間 備考
3月21日（日） WEB配信 13：00～13：45　事前予約制

3月27日（土） オンライン個別相談 （Zoomまたは電話相談） 事前予約制 通信教育部HPより、 3₀日前から3月2₅日23：₅₉まで予約受付中

3月28日（日） オンライン個別相談 （Zoomまたは電話相談） 事前予約制 通信教育部HPより、 3₀日前から3月2₆日23：₅₉まで予約受付中

4月  3日（土） オンライン個別相談 （Zoomまたは電話相談） 事前予約制 通信教育部HPより、 3₀日前から₄月1日23：₅₉まで予約受付中

4月  4日（日） WEB配信 13：00～13：45　事前予約制

4月10日（土） オンライン個別相談 （Zoomまたは電話相談） 事前予約制 通信教育部HPより、 3₀日前から₄月₈日23：₅₉まで予約受付中

4月 11日（日） オンライン個別相談 （Zoomまたは電話相談） 事前予約制 通信教育部HPより、 3₀日前から₄月₉日23：₅₉まで予約受付中

新型コロナウイルス感染症（COVID-₁₉）の感染拡大が懸念されています。
本紙に掲載しているイベント・行事については、今後中止・延期になる場合があります。

事前に各学校や園にお問い合わせをお願いします。

聖徳大学（女子）・
聖徳大学短期大学部（女子） 開催

※詳細につきましては、各校にお問い合わせください。 ※予定は3月時点でのものです。学校説明会関係行事のご案内

　聖徳大学では、毎月オープンキャンパスを開催しています。各回の目玉プログラムを
逃さないよう、本学HP「受験生応援サイト」をチェックしてください。教員による学
部・学科コーナーやキャンパスツアーなど、聖徳のことがよくわかる企画がたくさんあ
ります。ホームページよりご予約をお願いいたします。

日程

学校説明会

学校説明会・
吹奏楽コース説明会

公開行事

■聖徳大学附属小学校（共学） ●お問い合わせ：047-392-3111（代）■聖徳大学幼児教育専門学校（女子） ●お問い合わせ：03-5476-8811（代）

▶4月 17 日［土］14：00～

▶4月 25 日［日］ 10：00～

▶5月 8 日［土］14：00～

▶5月 23 日［日］ 10：00～

▶6月 20 日［日］ 10：00～

▶4月 25 日［日］ 10：00～

▶5月 8 日［土］14：00～

▶5月 23 日［日］ 10：00～

▶6月 5 日［土］14：00～

▶6月 17 日［木］ 18：00～

▶5月 15 日［土］13：00～
▶5月 29 日［土］13：00～
▶6月 5 日［土］13：00～

▶5月22日［土］

▶5月22日［土］ ▶6月19日［土］

▶6月19日［土］
▶5月16日［日］

中学校説明会
▶4月29日［木・祝］

9：30～

中学校説明会
▶6月26日［土］

中学校説明会
▶5月22日［土］

9：30～

高等学校説明会
▶5月29日［土］

9：30～

高等学校説明会
▶4月29日［木・祝］

9：30～

高等学校オープンスクール
▶6月27日［日］

オープンキャンパス 入試セミナー ナイトオープンキャンパス

個別相談会

第₃₄回 運動会

■聖徳大学附属取手聖徳女子中学校・高等学校 ●お問い合わせ：0297-83-8111（代）

■光英VERITAS中学校・高等学校（共学）
（旧聖徳大学附属女子中学校・高等学校） ●お問い合わせ：0800-800-8442（入試広報室直通）

10：00～11：30
授業見学あり

授業見学あり
午前（2・4・5年）・午後（1・3・6年）の2部制。
ミニ見学会を予定。延期の場合は翌日。

系列幼稚園対象
内部進学説明会 ▶4月24日［土］ 9：30～11：30

幼児教室対象
入試報告会 ▶4月16日［金］ 10：30～12：00

9：30～11：30 9：30～11：30

10：00～11：30

　聖徳大学オープン・アカデミー（SOA）では、4月～7月に開講する講座を多数
取りそろえています。講座の詳しい内容についてはパンフレットをご請求い
ただくか、お電話・窓口にてお尋ねください。

令和3年度 第Ⅰ期［春期］公開講座のご案内

講座名 講師日時 受講料

S01 看護学部リレー講座「社会参加と健康長寿」
5／27（木）
10：45～12：10  1,550円

聖徳大学教授
栗盛　須雅子

S02 保育ブラッシュアップ講座 5／14～6／11 （金・5回）
14：00～15：25 7,750円

聖徳大学短期大学部教授
岡田　耕一 ほか

S03 心理カウンセリング講座～ストレスに負けない自分を作ろう④～
5／11、 18、 25、 6／8 （火・4回）
10：45～12：10  6,450円

聖徳大学教授
鈴木　由美

S04

社会福祉学科講座
楽しく学ぼうことわざの魅力
A 「食と健康についてのことわざ」
B 「人間関係に指針を与えてくれることわざ」

A 5／24（月）、 B 6／7（月）
10：45～12：10  1,550円

聖徳大学教授
山田　千香子

S05 児童学部講座「鉛筆デッサン体験（基礎編）」
5／22（土）
10：45～12：10  1,550円

聖徳大学准教授
西園　政史

S06 児童学部講座「コロナ禍で見直そう！ 生活習慣！」
6／25（金）
13：00～14：25  1,550円

聖徳大学准教授
祓川　摩有

S07 ”食の松戸物語”Part57 5／20～6／17 （木・5回）
14：00～15：25  10,250円

聖徳大学教授
長江　曜子

S08 音楽学部ピアノリレー講座
「ピアノの魅力Part13」

6／12（土）、 7／10（土）
13：00～14：25  1,050円

聖徳大学教授
山田　昌宏
聖徳大学准教授
菅野　雅紀

S09
パイプオルガン・レクチャー
コンサートシリーズ2021

「楽器の王様パイプオルガン」

5／22（土）、 6／5（土）
13：00～14：25  1,050円

聖徳大学教授
松居　直美
聖徳大学講師
浅井　寛子

S10 パイプオルガンカレッジ（大人向け）
5／15、 29、 6／12、 26（土・4回）
13：00～14：25  6,200円

聖徳大学教授
松居　直美

S10 パイプオルガン・ジュニアカレッジ 5／15、 29、 6／12、 26（土・4回）
14：30～15：55  2,200円

聖徳大学教授
松居　直美

▶4月25日［日］
来校型・オンライン配信型

▶5月23日［日］
来校型・オンライン配信型

▶6月6日［日］
来校型・オンライン配信型

●お問い合わせ：聖徳大学入学センター  フリーダイヤル0120-66-5531

▶6月19日［土］
オンライン配信型

▶6月20日［日］
来校型

お問い合わせ 047-365-1200（直通）通信教育部（共学） 令和₃年度 春学期生募集
　通信教育部では、令和3年度春学期生の募集を開始しています。ぜひ
この機会に、働きながら免許や資格が取得できる通信教育にチャレンジ
してみませんか。
　入学説明会はオンラインにて開催いたします。各回事前予約制となり、
定員に達した場合は受付終了となります。詳細はホームページ「NEWS」
でご確認ください。

※電話相談は上記日程以外にも 【平日 9:00-17:00、 土 9:00-15:00】 の間で予約不要で受け付けております。

※入会不要の講座もございます。詳しくはお問い合わせください。

■聖徳大学 通信教育部
■聖徳大学短期大学部 通信教育部

　チャレンジに、年齢やキャリアは関係ありません。自分に“境界線”を
引かず、目標を追い続ける“挑戦力”がある限り、人は何歳になっても進化
することができます。結婚・出産・ケガなどを乗り越えながらスピード
スケートを続けてきた経験などをお話しいたします。

令和3年度　SOAオープニングセレモニー

■お申し込み・お問い合わせ先／生涯学習課　Tel：０４７-３６５-３６０１

どこまでも挑戦
講師  岡崎 朋美 氏 （聖徳大学客員教授・長野オリンピック銅メダリスト）

■ 日時／ 令和3年₄月₁₇日（土）
 13：00～14：30終了予定（12：30開場）
■ 会場／ 聖徳大学川並香順記念講堂
 （またはZoomによるオンライン開催）
■ 参加費／ 無料
■ お申し込み方法／生涯学習課へお電話または窓口にて受付。
 （定員〈500名〉になり次第、 受付終了）

※オンライン開催の場合は、メールアドレスのご登録が必要になります。
　インターネットで受講できる方が対象です。

講演

春学期生願書受付期間

▶大学・短大 ～4月30日（金）【必着】
※書類選考のみ

聖徳大学・短期大学部で
取得可能な免許・資格

大学・短大卒業資格

幼稚園　小学校　中学校（英語・国語・社会）
高等学校（英語・国語・地歴・公民・書道・福祉）
養護教諭

保育士　社会福祉士（受験資格）
精神保健福祉士（受験資格）
公認心理師（大学）　認定心理士　
心理相談員（基礎資格）
児童福祉司※要実務1年　児童指導員
心理判定員・児童心理司　図書館司書
学芸員　社会福祉主事

教
員
免
許

資　

格

聖徳大学主催入学説明会


